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【付録3-(1)：FOPA 観点チェックシート(前半部分　分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け）】【付録3-(1)：FOPA 観点チェックシート(前半部分　分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け）】【付録3-(1)：FOPA 観点チェックシート(前半部分　分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け）】【付録3-(1)：FOPA 観点チェックシート(前半部分　分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け）】

【FOPA　振り返り用観点チェック】【FOPA　振り返り用観点チェック】【FOPA　振り返り用観点チェック】【FOPA　振り返り用観点チェック】 ※「○：該当事例あり」の分類について、KPTシートに記載してください。

開発プロジェクト名開発プロジェクト名開発プロジェクト名開発プロジェクト名

個人名orチーム名個人名orチーム名個人名orチーム名個人名orチーム名

 (記入例)

＜分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け＞＜分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け＞＜分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け＞＜分類（ソフトウェア実装）：開発メンバー向け＞

分類（共通フレーム”

SLCP-JCF2013”ソフト

ウェア実装プロセスのア

クティビティ）

説明（タスク） 具体的要求事項

KEEP/

PROBLEM/

IDEA

観点チェック

確認

備考(観点チェック確認

結果の理由など自由記

入)

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり 途中で要件が変更途中で要件が変更途中で要件が変更途中で要件が変更

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり レビュー確認遅れレビュー確認遅れレビュー確認遅れレビュー確認遅れ

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり

機能テストで異常ケー機能テストで異常ケー機能テストで異常ケー機能テストで異常ケー

ス漏れス漏れス漏れス漏れ

IDEA

(PROPOSAL)
×：該当事例なし

KEEP

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり

チーム間でテスト観点チーム間でテスト観点チーム間でテスト観点チーム間でテスト観点

共有共有共有共有

PROBLEM

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり

下流工程で不具合が下流工程で不具合が下流工程で不具合が下流工程で不具合が

多発多発多発多発

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL)

×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL)
×：該当事例なし

KEEP
×：該当事例なし

PROBLEM
×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

KEEP
○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり 社内SEのβ評価

PROBLEM
×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

ソフトウェア受け入れ

支援

・取得者の受け入れレビューと受け入れテストの

支援

・ソフトウェア製品の納入

・取得者への教育訓練及び支援

・取得者のソフトウェア製品受け入れレビュー及びテストを支援

したか

・受け入れテスト及びテストの結果を文書化したか

・契約に沿ってソフトウェア製品を完成し納入し、教育訓練及び

支援を取得者に提供したか

ソフトウェア実装

プロセス開始の準備

ソフトウェア要件定義

・ソフトウェア品目の各ソフトウェアコンポーネントに対して詳細

設計を行ったか。これらを評価していたか、評価結果を文書化し

ていたか

　(ソフトウェアコンポーネントをコーディング、コンパイル、テスト

できる下位のレベルまで詳細化できること）

・ソフトウェアユニットをテストするために、テスト要件及びスケ

ジュールを定義し、文書化していたか

・ソフトウェア結合のためのテスト要件及びスケジュールを更新

していたか

・ソフトウェア構造とコンポーネントの方式設計

・各インターフェースの方式設計

・データベースの最上位レベルの設計

・利用者文書（暫定版）の作成

・ソフトウェア結合のためのテスト要件の定義

・ソフトウェア方式設計の評価

・ソフトウェア方式設計の共同レビューの実施

・ソフトウェア品目に対する要件を、最上位レベルの構造を表現

する形でかつソフトウェアコンポーネントを識別する方式に変換

したか。またこれらの文書化したか

・ソフトウェア結合のために暫定的なテスト要件及びスケジュー

ルを定義し、文書化、レビューをしていたか

・ソフトウェア品目の方式並びにインターフェース設計を評価し

ていたか、文書化ならびにレビューをしていたか

・ソフトウェア要件の確立

・ソフトウェア要件の評価

・ソフトウェア要件の共同レビューの実施

※便宜上、システム要件定義、システム設計含

む

・ソフトウェア要件（品質特性仕様を含む）が確立され、文書化さ

れていたか

・システム要件及びシステム設計への追跡可能性（トレーサビリ

ティ）、システム要件との外部一貫性、内部一貫性が取れてい

るか評価していたか

・テスト可能性、ソフトウェア設計の実現可能性、運用保守の実

現可能性を評価し、レビューを実施したか。

・開発作業の組み立て

・必要なプロセスの組み込み

・開発環境の整備

・ソフトウェア実装プロセスの実施計画作成

・非納入品目の使用の容認

・プロジェクトの範囲、規模、複雑さに応じたライフサイクルモデ

ルを定義または選択できていたか

・ソフトウェア実装プロセス及び支援プロセスを行うために、組

織によって文書化され、適切であり、確立されている作業標準、

方法、ツール及び計算機プログラム言語を選択していたか

・ソフトウェアコンポーネントの詳細設計

・ソフトウェアインターフェイスの詳細設計

・データベースの詳細設計

・利用者用文書の更新

・ソフトウェアユニットのテスト要件の定義

・ソフトウェア結合のためのテスト要件の更新

・ソフトウェア詳細設計及びテスト要件の評価

・ソフトウェア詳細設計の共同レビューの実施

Bチーム

Aプロジェクト　バージョンアップ　 V〇.〇

・契約に指定されたように実環境にソフトウェア製品を導入する

計画を作成したか

・導入計画に従ってソフトウェア製品を導入したか

・導入中に起きたこと及び結果を文書化したか

ソフトウェア方式設計

ソフトウェア詳細設計

ソフトウェア構築

（プログラミング）

・ソフトウェアユニット作成及びテスト手順とテスト

データの作成

・ソフトウェアユニットのテストの実施

・利用者用文書の更新

・ソフトウェア結合テスト要件の更新

・ソフトウェアコード及びテスト結果の評価

・ソフトウェアユニットを作成していたか。これらを文書化してい

たか

・ソフトウェア要件を満たすことを確実にする各ソフトウェアユ

ニットをテストし、テスト結果を文書化したか。必要に応じて利用

者文書を更新したか

・ソフトウェア結合のためのテスト要件及びスケジュールを定義

し、文書化していたか

・ソフトウェア品目に対して、適格性確認要件に従って、適格性

確認テストを行ったか。適格性テストの結果を文書化していた

か。

・必要に応じて利用者用文書を更新したか。

・設計、コード、テスト、テスト結果及び利用者用文書を評価した

か。評価結果を文書化したか。レビューを実施したか。

・ソフトウェア結合計画の作成

・ソフトウェア結合テストの実施

・利用者用文書の更新

・ソフトウェア適格性確認テストの準備

・ソフトウェア結合の評価

・ソフトウェア結合の共同レビューの実施

・ソフトウェアユニット及びソフトウェアコンポーネントを結合して

ソフトウェア品目にするために結合計画を作成したか。この結合

計画に従って、ソフトウェアユニット及びソフトウェアコンポーネ

ントを結合し、集合体が作成されるごとにテストしたか。テスト結

果を文書化したか

・ソフトウェア品目の各適格性確認要件に対して、ソフトウェア適

格性確認テストをおこなうため、テストの集合、テストケース、テ

スト手順を作成し、文書化していたか

・結合計画、設計、コード、テスト、テスト結果及び利用者用文

書を評価していたか。評価結果を文書化したか。レビューを実

施したか。

・ソフトウェア導入（インストール）計画の作成

・ソフトウェア導入の実施

ソフトウェア結合

ソフトウェア適格性確認

テスト

ソフトウェア導入

・ソフトウェア適格性確認テストの実施

・利用者用文書の更新

・ソフトウェア適格性確認テストの評価

・ソフトウェア適格性確認テストの共同レビューの

実施

・監査の支援

・納入ソフトウェア製品の準備

※便宜上システム適格性確認テストを含む。
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【【【【付録3-(2)：FOPA 観点チェックシート(後半部分　分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー,チームリーダー向け）付録3-(2)：FOPA 観点チェックシート(後半部分　分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー,チームリーダー向け）付録3-(2)：FOPA 観点チェックシート(後半部分　分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー,チームリーダー向け）付録3-(2)：FOPA 観点チェックシート(後半部分　分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー,チームリーダー向け）】】】】

 (記入例)

＜分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー、チームリーダー向け＞＜分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー、チームリーダー向け＞＜分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー、チームリーダー向け＞＜分類（PMBOK知識体系）：プロジェクトマネージャー、チームリーダー向け＞

分類（PMBOK） 説明 具体的要求事項

KEEP/

PROBLEM/

IDEA

観点チェック

確認

備考(観点チェック確認

結果の理由など自由記

入)

KEEP
×：該当事例なし

PROBLEM
×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL)
×：該当事例なし

KEEP

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり 日々のPDCAの実施日々のPDCAの実施日々のPDCAの実施日々のPDCAの実施

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL)

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり 開発効率化について開発効率化について開発効率化について開発効率化について

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり

見積もり通りなのに計見積もり通りなのに計見積もり通りなのに計見積もり通りなのに計

画遅れ画遅れ画遅れ画遅れ

IDEA

(PROPOSAL)
×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり

工程完了時に定量的/工程完了時に定量的/工程完了時に定量的/工程完了時に定量的/

定性的な品質分析基定性的な品質分析基定性的な品質分析基定性的な品質分析基

準の見直し準の見直し準の見直し準の見直し

IDEA

(PROPOSAL)

×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL)
×：該当事例なし

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL)
○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり キックオフミーティングキックオフミーティングキックオフミーティングキックオフミーティング

KEEP

×：該当事例なし

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL)
×：該当事例なし

KEEP

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり

必要なテスト機材の確必要なテスト機材の確必要なテスト機材の確必要なテスト機材の確

保保保保

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

KEEP

○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり○：該当事例あり

品証部門との品質レ品証部門との品質レ品証部門との品質レ品証部門との品質レ

ビュービュービュービュー

PROBLEM

×：該当事例なし

IDEA

(PROPOSAL) ×：該当事例なし

リスク管理

調達管理

ステークホルダー管理

・プロジェクト体制を明確にしメンバーに周知していたか

・教育の提供について十分だったか、次開発ではどのように教

育を行うか検証していたか

・個々人の能力分析と、チームとしての能力分析を実施してい

たか

下記のメンバーとの連絡についての情報共有が適切であった

か

・開発内部

・開発―品質部門間

・開発―SE間

・開発―開発外部のステークホルダー（顧客や上層部など）

ステークホルダおよびチームメンバーに対して、

必要な情報をタイムリーに提供する。

人的資源管理

コミュニケーション管理

・協力会社への発注は基準に沿って適切に発注できていたか

検証していたか

・協力会社の作業分の品質確認、進捗確認に問題が無かった

かを確認していたか

・ステークホルダーとの関係（プロジェクトへの認識、影響力、関

与度合い）を分析したか

リスク抽出計画（時期、抽出観点、抽出体制・リスク特定後の管

理方法、影響度、発生確率の定義）は明確で今回の開発にお

いて発生した問題は顕在化前にリスクとして抽出していたか

※特にPMだけでリスクを挙げているのではなく、特定する際に

関係者を呼び、確実な抽出を行っていたか

・リスクへの対応が十分であったか検証したか

プロジェクト・チームを組織化し、マネジメントす

る。

ステークホルダーのニーズについての計画とマ

ネジメントを行い、意思決定等にステークホル

ダーを適切に関与してもらう。

外部が保有している技術や成果物を、プロジェク

トに活用する。そのための、外部技術や成果物

の調達計画・管理を行う。

プロジェクトの問題を未然に防止するため、リス

クを計画、識別、分析、監視、コントロールする。

・開発計画（開発機能、開発プロセス、体制、想定顧客など）の

変更や、開発中のQCDの不備が生じた際に開発計画書を最新

化していたか

・特に最新化していなかった場合は情報共有に問題が無かった

か確認していたか

統合管理
プロジェクト内の各プロセスとプロジェクトマネジ

メント活動を識別、統合、統一、調整する

スコープ管理

・機能、非機能の各要件の受け入れ基準を明確にしていたか

・WBSを作成し、タスクの実施者、実施時期が明確であったか

・品質、進捗上の問題を基に、開発要件への変更管理を検討し

ていたか

・ステークホルダーからの要件変更等に対応できていたか、対

応方針は明確であったか

進捗に遅れは生じなかったか

また、特に遅れが発生していた際に下記の内容は妥当である

かを確認したか

・進捗率の定義（例：設計完了で50%、レビューを受けて80%、レ

ビュー指摘への対処完了で100%）が明確であったか

・作業者の遅れを把握できる会議体を実施し、適切なエスカ

レーションを実施していたか

・見積もりの精度、人員配備の妥当性について分析していたか

コストの基準値はクリアしていたか

また、特にクリアできていない場合に下記の内容は妥当である

か確認したか

・コストについての計画との予実差を定期的に確認していたか

・計画時の見積もり手法は妥当であったか

品質基準（工程完了条件など）をクリアしていたか。

また、特にクリアできていない場合に下記の内容は妥当である

か確認したか

・盛り込んだ品質施策の内容は妥当であったか

・品質尺度は妥当性か

・品質基準値そのものの妥当性について検証したか

・品質状況は工程内だけでなく、工程間（設計工程の品質不備

がプログラム工程に影響していないか　等）を検証していたか

タイム管理

コスト管理

品質管理

プロジェクトの範囲、成果物、作業を過不足なく

定義する。

プロジェクト中の作業を見積もり、スケジュールお

よびマイルストン時期を計画する。また、計画時

期通りに完了できるように、定期的に監視・コント

ロールする。

プロジェクト予算を設定し、定期的にコスト状況を

管理する。

プロジェクトの品質ニーズを満たすために、品質

方針、品質計画、品質目標を設定し、対象物の

品質を監視・モニタする。
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録
4
：
F
O

P
A

　
K

P
T

シ
ー

ト
 
 
(
記

入
例

)
 
(
記

入
例

)
 
(
記

入
例

)
 
(
記

入
例

)
】 】】】

Ｆ
Ｏ

Ｐ
Ａ

 
K

P
T

シ
ー

ト
Ｆ

Ｏ
Ｐ

Ａ
 
K

P
T

シ
ー

ト
Ｆ

Ｏ
Ｐ

Ａ
 
K

P
T

シ
ー

ト
Ｆ

Ｏ
Ｐ

Ａ
 
K

P
T

シ
ー

ト
※

観
点

リ
ス

ト
を

運
用

す
る

場
合

、
「
○

：
該

当
事

例
あ

り
」
の

分
類

に
つ

い
て

、
本

K
P

T
シ

ー
ト

に
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

←
観

点
チ

ェ
ッ

ク
の

シ
ー

ト
の

情
報

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

個
人

名
o
r
チ

ー
ム

名
個

人
名

o
r
チ

ー
ム

名
個

人
名

o
r
チ

ー
ム

名
個

人
名

o
r
チ

ー
ム

名
←

観
点

チ
ェ

ッ
ク

の
シ

ー
ト

の
情

報
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

記
入

記
入

記
入

記
入

い
つ

？
（
い

つ
ま

で
に

？
）

い
つ

？
（
い

つ
ま

で
に

？
）

い
つ

？
（
い

つ
ま

で
に

？
）

い
つ

？
（
い

つ
ま

で
に

？
）

W
h
e
n
？

（
B

y
 
W

h
e
n
?
)

W
h
e
n
？

（
B

y
 
W

h
e
n
?
)

W
h
e
n
？

（
B

y
 
W

h
e
n
?
)

W
h
e
n
？

（
B

y
 
W

h
e
n
?
)

誰
が

？
誰

が
？

誰
が

？
誰

が
？

(
W

h
o
?
)

(
W

h
o
?
)

(
W

h
o
?
)

(
W

h
o
?
)

何
を

？
何

を
？

何
を

？
何

を
？

(
W

h
a
t
?
)

(
W

h
a
t
?
)

(
W

h
a
t
?
)

(
W

h
a
t
?
)

S
t
a
t
u
s

S
t
a
t
u
s

S
t
a
t
u
s

S
t
a
t
u
s

補
足

（
C

L
O

S
E
の

場
合

は
、

必
ず

理
由

を
記

入
）

補
足

（
C

L
O

S
E
の

場
合

は
、

必
ず

理
由

を
記

入
）

補
足

（
C

L
O

S
E
の

場
合

は
、

必
ず

理
由

を
記

入
）

補
足

（
C

L
O

S
E
の

場
合

は
、

必
ず

理
由

を
記

入
）

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

1 111
次

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
開

発
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

B
の

シ
ス

テ
ム

設
計

段
階

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

A
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

　
S
さ

ん

有
識

者
の

割
り

当
て

と
レ

ビ
ュ

ー

計
画

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

A
の

P
M

O
　

K
さ

ん

製
品

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

行
中

○
月

○
○

日
に

会
議

体
を

開
き

、
要

件
の

妥
当

性
を

確

認
予

定
。

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

2 222
2
0
1
8
年

4
月

以
降

の
組

織
A

の
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

組
織

A
の

　
F
さ

ん
シ

ス
テ

ム
設

計
組

織
A

全
体

の
P

M
O

リ
ー

ダ
ー

Y
さ

ん

全
社

、
事

業
部

未
着

手
2
0
1
8
月

１
月

か
ら

開
始

か
ら

全
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

す
る

。

企
画

部
門

と
は

整
合

済
。

K
E
E
P

K
E
E
P

K
E
E
P

K
E
E
P

2 222
2
0
1
7
年

9
月

以
降

の
組

織
A

の
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ッ

ク
ス

テ
ス

ト

組
織

A
の

　
F
さ

ん
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ッ
ク

ス
の

テ
ス

ト
（
ユ

ニ
ッ

ト
テ

ス
ト

）

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

X
の

P
M

O
　

K
さ

ん

製
品

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

C
L
O

S
E

チ
ー

ム
間

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
毎

週
開

催
し

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ッ
ク

ス
の

チ
ー

ム
間

共
有

と
実

行
状

況
確

認
の

運
用

が
定

着

し
た

た
め

、
C

L
O

S
E
。

I
D

E
A

I
D

E
A

I
D

E
A

I
D

E
A

3 333
2
0
1
8
年

4
月

以
降

の
組

織
A

の
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ

組
織

A
の

　
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

全
員

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

的
と

計
画

の
共

有

組
織

A
全

体
の

P
M

O
リ

ー

ダ
ー

Y
さ

ん

全
社

、
事

業
部

未
着

手
2
0
1
8
月

１
月

か
ら

開
始

か
ら

全
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

す
る

。

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

P
R

O
B

L
E
M

4 444
2
0
1
8
年

7
月

以
降

の
組

織
A

の
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

組
織

A
の

　
品

質
管

理
責

任
者

T
さ

ん

組
織

の
品

質
基

準
組

織
A

の
経

営
層

B
さ

ん

1
. 
2
0
1
8
年

3
月

ま
で

2
, 
2
0
1
8
年

6
月

ま
で

全
社

、
事

業
部

実
行

中
過

去
〇

〇
年

の
品

質
メ

ト
リ

ク
ス

を
集

計
中

。

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

P
M

B
O

K
P

M
B

O
K

P
M

B
O

K
P

M
B

O
K

重
要

度
重

要
度

重
要

度
重

要
度

T
R

Y
宣

言
対

象
T

R
Y

宣
言

対
象

T
R

Y
宣

言
対

象
T

R
Y

宣
言

対
象

1 111

調
達

管
理

2
宣

言
対

象
外

2 222

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

構
築

3 333
宣

言
対

象
宣

言
対

象
宣

言
対

象
宣

言
対

象

3 333

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
管

理
2

宣
言

対
象

外

4 444

タ
イ

ム
管

理
1

宣
言

対
象

外

5 555

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

P
M

B
O

K
P

M
B

O
K

P
M

B
O

K
P

M
B

O
K

重
要

度
重

要
度

重
要

度
重

要
度

T
R

Y
宣

言
対

象
T

R
Y

宣
言

対
象

T
R

Y
宣

言
対

象
T

R
Y

宣
言

対
象

1 111

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

構
築

3 333
宣

言
対

象
宣

言
対

象
宣

言
対

象
宣

言
対

象

2 222

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

要
件

定
義

4 444
宣

言
対

象
宣

言
対

象
宣

言
対

象
宣

言
対

象

3 333
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
方

式
設

計
2

宣
言

対
象

外

4 444
品

質
管

理
4 444

宣
言

対
象

宣
言

対
象

宣
言

対
象

宣
言

対
象

5 555
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
詳

細
設

計
2

宣
言

対
象

外

6 666
コ

ス
ト

管
理

1
宣

言
対

象
外

7 777

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

選
択

式
選

択
式

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

実
装

P
M

B
O

K
P

M
B

O
K

P
M

B
O

K
P

M
B

O
K

重
要

度
重

要
度

重
要

度
重

要
度

T
R

Y
宣

言
対

象
T

R
Y

宣
言

対
象

T
R

Y
宣

言
対

象
T

R
Y

宣
言

対
象

1 111

タ
イ

ム
管

理
2

宣
言

対
象

外

2 222

調
達

管
理

2
宣

言
対

象
外

3 333

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
管

理
4 444

宣
言

対
象

宣
言

対
象

宣
言

対
象

宣
言

対
象

4 444 5 555

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

振
り

返
り

内
容

(
P

R
O

B
L
E
M

)
振

り
返

り
内

容
(
P

R
O

B
L
E
M

)
振

り
返

り
内

容
(
P

R
O

B
L
E
M

)
振

り
返

り
内

容
(
P

R
O

B
L
E
M

)
T

R
Y

（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

チ
ー

ム
間

で
定

期
的

に
会

議
体

を
開

催
し

、
上

流
品

質
確

保
の

方
法

に
つ

い
て

議
論

し
合

お
う

！

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

時
に

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
を

洗
い

出
し

、
整

合
し

て
お

こ
う

！

毎
日

P
D

C
A

を
実

行
し

よ
う

！

機
能

テ
ス

ト
で

、
異

常
ケ

ー
ス

を
忘

れ
て

し
ま

い
、

最
終

テ
ス

ト
で

不
具

合
が

多
発

し
た

。

見
積

も
り

通
り

な
の

に
、

計
画

か
ら

遅
れ

た
。

　
不

具
合

分
析

に
時

間
を

と
ら

れ
て

タ
ス

ク
に

割
け

る
時

間
が

減
っ

た
。

異
常

ケ
ー

ス
を

考
慮

し
た

設
計

に
し

よ
う

！

不
具

合
分

析
も

考
慮

し
、

予
備

工
数

を
含

め
よ

う
！

I III D DDD E EEE A AAA (((( P PPP R RRR O OOO P PPP O OOO S SSS A AAA L LLL ))))

# ###

分
類

(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

、
協

力
会

社
も

含
め

て
ほ

し
い

。
（
情

報
共

有
の

た
め

）

記
入

記
入

記
入

記
入

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

次
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
誰

が
次

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

誰
が

次
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
誰

が
次

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

誰
が

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
？

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
？

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
？

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
？

展
開

先
展

開
先

展
開

先
展

開
先

ス
コ

ー
プ

は
？

ス
コ

ー
プ

は
？

ス
コ

ー
プ

は
？

ス
コ

ー
プ

は
？

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

振
り

返
り

ア
セ

ス
メ

ン
ト

フ
ォ

ロ
ー

フ
ォ

ロ
ー

フ
ォ

ロ
ー

フ
ォ

ロ
ー

振
り

返
り

内
容

(
K

E
E
P

)
振

り
返

り
内

容
(
K

E
E
P

)
振

り
返

り
内

容
(
K

E
E
P

)
振

り
返

り
内

容
(
K

E
E
P

)

テ
ス

ト
に

必
要

な
機

材
に

お
い

て
、

事
前

に
必

要
数

を
確

認
し

、
設

計
（
〇

△
さ

ん
）
と

調
整

し
た

。
そ

の
た

め
機

材
の

不
足

は
発

生
し

な
か

っ
た

。

（
真

因
分

析
し

た
結

果
、

3
W

1
H

で
ア

ク
シ

ョ
ン

を
記

載
し

よ
う

。
）

（
真

因
分

析
し

た
結

果
、

3
W

1
H

で
ア

ク
シ

ョ
ン

を
記

載
し

よ
う

。
）

（
真

因
分

析
し

た
結

果
、

3
W

1
H

で
ア

ク
シ

ョ
ン

を
記

載
し

よ
う

。
）

（
真

因
分

析
し

た
結

果
、

3
W

1
H

で
ア

ク
シ

ョ
ン

を
記

載
し

よ
う

。
）

ど
の

よ
う

に
行

う
か

？
ど

の
よ

う
に

行
う

か
？

ど
の

よ
う

に
行

う
か

？
ど

の
よ

う
に

行
う

か
？

(
H

o
w

?
)

(
H

o
w

?
)

(
H

o
w

?
)

(
H

o
w

?
)

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ッ

ク
ス

テ
ス

ト
に

お
い

て
、

従
来

設
計

者
が

属
人

的
に

行
っ

て
い

た
も

の
を

、
チ

ー
ム

間
で

テ
ス

ト
観

点
を

合
わ

せ
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
上

流
工

程
で

の
品

質
向

上
が

行
わ

れ
、

下
流

工
程

で
の

不
具

合
検

出
率

が
○

○
％

削
減

し
た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

時
に

、
品

質
保

証
部

門
と

、
工

程
毎

の
、

品
質

レ
ビ

ュ
ー

レ
ビ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
、

事
前

に
整

合
し

て
い

た

結
果

、
効

率
的

に
レ

ビ
ュ

ー
指

摘
が

挙
が

り
、

か
つ

時
間

通
り

に
完

了
し

た
。

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

記
入

F
O

P
A

 
T

R
Y

宣
言

F
O

P
A

 
T

R
Y

宣
言

F
O

P
A

 
T

R
Y

宣
言

F
O

P
A

 
T

R
Y

宣
言

(
T

R
Y

宣
言

対
象

の
内

容
を

転
記

し
よ

う
！

)
(
T

R
Y

宣
言

対
象

の
内

容
を

転
記

し
よ

う
！

)
(
T

R
Y

宣
言

対
象

の
内

容
を

転
記

し
よ

う
！

)
(
T

R
Y

宣
言

対
象

の
内

容
を

転
記

し
よ

う
！

)

下
表

の
T
R

Y
を

転
記

下
表

の
T
R

Y
を

転
記

下
表

の
T
R

Y
を

転
記

下
表

の
T
R

Y
を

転
記

個
人

で
P

D
C

A
を

実
践

し
た

結
果

、
優

先
度

の
高

い
業

務
に

集
中

で
き

た
。

前
日

ま
で

に
当

日
の

業
務

リ
ス

ト
を

優
先

度
付

き
で

作
成

し
、

当
日

帰
宅

前
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

よ
う

心
掛

け
た

。

記
入

記
入

記
入

記
入

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
発

計
画

立
案

時
に

、
テ

ス
ト

に
必

要
な

機
材

の
必

要
数

を
見

積
も

り
、

関
係

者
と

調
整

し
て

お
こ

う
！

記
入

記
入

記
入

記
入

・
企

画
部

門
と

会
議

体
を

開
き

、
要

件
に

誤
り

が
な

い
か

を
確

認
す

る
。

・
レ

ビ
ュ

ー
完

了
後

万
一

要
件

が
変

更
に

な
る

場
合

は
、

要
件

変
更

管
理

を
運

用
す

る
。

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ッ

ク
ス

テ
ス

ト
の

共
通

ル
ー

ル
を

決
め

、
毎

週
の

チ
ー

ム
間

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
、

実
行

状
況

を
確

認
し

よ
う

！

プ
ロ

パ
ー

、
協

力
会

社
含

め
、

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

メ
ン

バ
ー

全
員

を
、

キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

参
加

し
て

も
ら

う
！

そ
こ

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
的

と

計
画

を
共

有
し

よ
う

！

・
レ

ビ
ュ

ー
計

画
を

立
案

す
る

。

・
有

識
者

を
割

り
当

て
、

レ
ビ

ュ
ー

時
間

を
確

保
す

る
。

工
程

完
了

時
に

定
量

的
/
定

性
的

な
品

質
分

析
基

準
を

見
直

し
、

開
発

者
と

工
程

完
了

承
認

者
で

認
識

を
共

有
で

き
る

よ
う

に

し
よ

う
！

1
.工

程
完

了
時

の
定

量
的

/
定

性
的

な
品

質
分

析
基

準
を

見
直

す
。

そ
の

際
過

去
〇

〇
年

の
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

品
質

メ
ト

リ
ク

ス
と

リ
リ

ー
ス

後
の

品
質

状
況

の
関

連
性

を
分

析
す

る
。

2
.組

織
管

理
層

、
品

質
保

証
部

門
承

認
の

元
、

運
用

を
開

始
し

、
開

発
者

と
工

程
完

了
承

認
者

に
周

知
す

る
。

P PPP R RRR O OOO B BBB L LLL E EEE M MMM

分
類

(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）

# ###

区
分

区
分

区
分

区
分

＃ ＃＃＃

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

　
 
V

〇
.〇

B
チ

ー
ム

K KKK E EEE E EEE P PPP

分
類

(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）
分

類
(
観

点
チ

ェ
ッ

ク
で

選
択

し
た

も
の

）

（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）
（
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
、

P
M

B
O

K
の

い
ず

れ
か

）

# ###

・
設

計
開

始
前

に
、

企
画

部
門

と
会

議
を

開
き

、
要

件
を

確
認

し

よ
う

！

・
要

件
変

更
管

理
を

徹
底

し
よ

う
。

プ
ロ

セ
ス

開
始

の
準

備
時

に
、

有
識

者
の

レ
ビ

ュ
ー

時
間

を
確

保

す
る

計
画

を
立

て
よ

う
！

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

、
プ

ロ
パ

、
協

力
会

社

含
め

て
招

集
し

よ
う

！

上
流

工
程

で
の

品
質

確
保

方
法

の
ル

ー
ル

化
を

推
進

し
、

チ
ー

ム
間

で
共

有
し

て
上

流
工

程
で

の
品

質
を

高
め

よ
う

！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

T
R

Y
（
改

善
）
　

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

振
り

返
り

内
容

(
I
D

E
A

,
P

R
O

P
O

S
A

L
)

振
り

返
り

内
容

(
I
D

E
A

,
P

R
O

P
O

S
A

L
)

振
り

返
り

内
容

(
I
D

E
A

,
P

R
O

P
O

S
A

L
)

振
り

返
り

内
容

(
I
D

E
A

,
P

R
O

P
O

S
A

L
)

途
中

で
要

件
が

変
更

と
な

り
、

開
発

後
戻

り
が

発
生

し
た

。

レ
ビ

ュ
ー

指
摘

対
応

し
た

が
、

確
認

し
て

も
ら

え
ず

に
、

機
能

設
計

が
遅

れ
た

。

プ
ロ

セ
ス

開
始

の
準

備
時

に
、

有
識

者
の

レ
ビ

ュ
ー

時
間

を
確

保
す

る
計

画
を

立
て

よ
う

！

・
設

計
開

始
前

に
、

企
画

部
門

と
会

議
を

開
き

、
要

件
を

確
認

し
よ

う
！

・
要

件
変

更
に

備
え

、
要

件
変

更
管

理
を

徹
底

し
よ

う
！

レ
ビ

ュ
ー

計
画

を
立

案
し

、
レ

ビ
ュ

ー
イ

と
レ

ビ
ュ

ー
ア

で
、

レ
ビ

ュ
ー

実
施

日
、

修
正

確
認

日
を

共
有

し
よ

う
！

下
流

工
程

で
、

設
計

者
が

想
定

し
た

影
響

範
囲

以
外

の
領

域
で

、
不

具
合

が
多

発
し

た
。

下
流

工
程

で
、

設
計

者
が

想
定

し
た

影
響

範
囲

以
外

の
領

域
で

、
不

具
合

が
多

発
し

た
。

工
程

完
了

時
に

定
量

的
/
定

性
的

な
品

質
分

析
基

準
を

見
直

し
、

開
発

者
と

工
程

完
了

承
認

者
で

認
識

を
共

有
で

き

る
よ

う
に

し
よ

う
！

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

、
プ

ロ
パ

、
協

力
会

社
含

め
て

招
集

し
よ

う
！

2
0
1
8
年

X
月

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

利
用

す
る

た
め

に
、

高
性

能
ｘ
低

性
能

P
C

、
新

ｘ
旧

モ
デ

ル
P

C
を

確
保

し
よ

う
！

テ
ス

ト
用

に
、

高
性

能
と

低
性

能
P

C
、

新
旧

モ
デ

ル
P

C
を

組
み

合
わ

た
い

の
で

、
多

種
多

様
な

P
C

環
境

が
ほ

し
い

。

開
発

効
率

化
に

向
け

て
、

無
駄

な
会

議
は

削
除

し
よ

う
！

・
レ

ビ
ュ

ー
会

議
は

1
時

間
以

内
に

終
わ

ら
せ

よ
う

。

・
リ

ー
ダ

ー
か

ら
メ

ン
バ

ー
へ

の
連

絡
・
周

知
事

項
は

、
メ

ー
ル

で
行

お
う

！

開
発

効
率

化
に

つ
い

て

　
・
す

べ
て

の
レ

ビ
ュ

ー
を

1
時

間
以

内
に

終
わ

る
よ

う
な

工
夫

が
必

要
（
時

間
が

取
れ

な
い

中
、

効
率

的
に

　
　

　
実

施
す

べ
き

。
）

　
・
周

知
事

項
は

、
会

議
を

せ
ず

に
、

メ
ー

ル
で

周
知

す
る

。

－15－－5－



【
付

録
5
：
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

【
付

録
5
：
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

【
付

録
5
：
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

【
付

録
5
：
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

(
記

入
例

)
(
記

入
例

)
(
記

入
例

)
(
記

入
例

)
】 】】】

【
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

】
【
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

】
【
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

】
【
F
O

P
A

 
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

】

P
R

O
B

L
E
M

 
#
0
2

事
象

事
象

事
象

事
象

な
ぜ

１
な

ぜ
１

な
ぜ

１
な

ぜ
１

な
ぜ

２
な

ぜ
２

な
ぜ

２
な

ぜ
２

な
ぜ

３
な

ぜ
３

な
ぜ

３
な

ぜ
３

な
ぜ

４
な

ぜ
４

な
ぜ

４
な

ぜ
４

な
ぜ

５
な

ぜ
５

な
ぜ

５
な

ぜ
５

何
が

何
が

何
が

何
が

ど
う

し
て

ど
う

し
て

ど
う

し
て

ど
う

し
て

ど
う

な
っ

た
ど

う
な

っ
た

ど
う

な
っ

た
ど

う
な

っ
た

だ
か

ら
こ

う
し

よ
う

（
T

R
Y

)
だ

か
ら

こ
う

し
よ

う
（
T

R
Y

)
だ

か
ら

こ
う

し
よ

う
（
T

R
Y

)
だ

か
ら

こ
う

し
よ

う
（
T

R
Y

)

下
流

工
程

で
、

設
計

者
が

想

定
し

た
影

響
範

囲
以

外
の

領

域
で

、
不

具
合

が
多

発
し

た
。

な
ぜ

、
下

流
工

程
で

、

不
具

合
が

多
発

し
た

の
か

？

な
ぜ

、
上

流
工

程
で

、

設
計

の
内

部
的

影
響

範
囲

を
見

誤
っ

た
の

か
？

な
ぜ

、
レ

ビ
ュ

ー
ア

が

影
響

範
囲

を
見

誤
っ

た
の

か
？

な
ぜ

、
有

識
者

が
参

加
し

な
か

っ
た

の
か

？

ど
う

し
た

ら
、

有
識

者

に
参

加
し

て
も

ら
え

る

か
？

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

詳
細

設

計
で

、
レ

ビ
ュ

ー
ア

が

影
響

範
囲

を
見

誤
っ

た

の
で

、

不
具

合
を

流
出

さ

せ
、

下
流

工
程

の
品

質
が

悪
く
な

っ
た

。

プ
ロ

セ
ス

開
始

の
準

備
時

に
、

有
識

者
の

レ
ビ

ュ
ー

時
間

を
確

保
す

る
計

画
を

立
て

、
確

実
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
も

ら
お

う
！

な
ぜ

な
ら

、
上

流
工

程

で
、

設
計

の
内

部
的

影
響

範
囲

を
見

誤
っ

た
か

ら
。

な
ぜ

な
ら

、
内

部
設

計

の
影

響
範

囲
を

、
設

計
者

と
レ

ビ
ュ

ー
ア

が

見
誤

っ
た

か
ら

。

な
ぜ

な
ら

、
有

識
者

が

レ
ビ

ュ
ー

に
参

加
し

な

か
っ

た
か

ら
。

な
ぜ

な
ら

、
有

識
者

の

割
り

当
て

を
計

画
し

て

い
な

か
っ

た
か

ら
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

立
ち

上

げ
時

に
計

画
し

て
お

き
、

設
計

ま
た

は
レ

ビ
ュ

ー
を

依
頼

す
る

。

「
T
R
Y
」

を
F
O
P
A
 
K
P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！
「

T
R
Y
」

を
F
O
P
A
 
K
P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！
「

T
R
Y
」

を
F
O
P
A
 
K
P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！
「

T
R
Y
」

を
F
O
P
A
 
K
P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:
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【
付

録
6
：
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

　
【
付

録
6
：
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

　
【
付

録
6
：
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

　
【
付

録
6
：
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

　
（
記

入
例

）
（
記

入
例

）
（
記

入
例

）
（
記

入
例

）
】 】】】

【
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

】
【
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

】
【
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

】
【
F
O

P
A

 
真

因
分

析
シ

ー
ト

】
P

R
O

B
L
E
M

 
#
0
2

＜
手

順
＞

＜
手

順
＞

＜
手

順
＞

＜
手

順
＞

記
入

時
の

説
明

記
入

時
の

説
明

記
入

時
の

説
明

記
入

時
の

説
明

１
）
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

１
）
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

１
）
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

１
）
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
　

の
抽

出
　

　
の

抽
出

　
　

の
抽

出
　

　
の

抽
出

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
事

実
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
（
こ

の
時

点
で

は
、

「
思

い
付

き
」
の

フ
リ

ー
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
で

可
。

）

２
）
事

実
の

整
理

２
）
事

実
の

整
理

２
）
事

実
の

整
理

２
）
事

実
の

整
理

「
何

に
つ

い
て

」
「
何

に
つ

い
て

」
「
何

に
つ

い
て

」
「
何

に
つ

い
て

」
の

事
象

な
の

か
？

内
部

的
に

、
内

部
的

に
、

内
部

的
に

、
内

部
的

に
、

ど
の

よ
う

な
良

い
/
悪

い
こ

と
が

あ
っ

た
の

か
？

（
内

部
的

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

、
あ

る
い

は
製

品
に

関
す

る
内

部
的

な
出

来
事

）

外
部

的
に

、
外

部
的

に
、

外
部

的
に

、
外

部
的

に
、

ど
の

よ
う

な
良

い
/
悪

い
こ

と
が

あ
っ

た

の
か

？

（
外

部
的

：
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
o
s
t
や

D
e
li
v
e
r
y
、

製
品

の
Q

u
a
li
t
y
や

要
件

な
ど

）

上
流

工
程

に
お

け
る

、
○

○
機

能
の

設
計

に
お

い
て

有
識

者
の

確
認

や
レ

ビ
ュ

ー
を

行
わ

な
か

っ
た

の
で

、
内

部
的

な
設

計
範

囲
を

見
誤

っ
て

し
ま

い
、

下
流

工
程

で
、

設
計

者
が

想
定

し
た

範
囲

以
外

で
、

不
具

合
が

▲
件

発
生

し
た

。

３
）
抽

象
化

３
）
抽

象
化

３
）
抽

象
化

３
）
抽

象
化

　
（
F
M

E
A

形
式

）
　

（
F
M

E
A

形
式

）
　

（
F
M

E
A

形
式

）
　

（
F
M

E
A

形
式

）

    
「
何

が
」

「
何

が
」

「
何

が
」

「
何

が
」

「
ど

う
し

て
」

「
ど

う
し

て
」

「
ど

う
し

て
」

「
ど

う
し

て
」

「
ど

う
な

っ
た

」
「
ど

う
な

っ
た

」
「
ど

う
な

っ
た

」
「
ど

う
な

っ
た

」

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

詳
細

設
計

影
響

範
囲

を
見

誤
っ

た
の

で
、

下
流

工
程

の
品

質
が

悪
く
な

っ
た

。

P
R

O
B

L
E
M

：
「
ど

う
し

て
し

な
か

っ
た

」
の

阻
害

要
因

は
何

だ
ろ

う
？

K
E
E
P

：
「
ど

う
し

て
」
を

継
続

で
き

な
い

阻
害

要
因

は
何

だ
ろ

う
？

「
ど

う
し

て
」
の

阻
害

要
因

を
し

っ
か

り
考

え
よ

う
！

。
分

か
ら

な
け

れ
ば

、
他

の
人

に

相
談

し
よ

う
。

ど
う

し
た

ら
阻

害
要

因
は

解
決

で
き

る
の

か
？

阻
害

要
因

を
解

決
で

き
る

方
法

を
考

え
よ

う
。

「
納

得
性

、
有

効
性

、
実

現
可

能
性

」

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
か

を
考

え
よ

う
。

５
）
T

R
Y

宣
言

５
）
T

R
Y

宣
言

５
）
T

R
Y

宣
言

５
）
T

R
Y

宣
言

５
）
を

F
O

P
A

 
K

P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！
５

）
を

F
O

P
A

 
K

P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！
５

）
を

F
O

P
A

 
K

P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！
５

）
を

F
O

P
A

 
K

P
T
シ

ー
ト

に
転

記
し

よ
う

！

自
分

に
と

っ
て

、
「
納

得
性

、
有

効
性

、
実

現
可

能
性

」
の

あ
る

内
容

を
書

こ
う

！

後
で

、
実

施
状

況
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

よ
う

に
、

具
体

的
な

内
容

に
し

よ
う

！

有
識

者
の

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

な
か

っ
た

の
で

、

①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
計

画
時

に
レ

ビ
ュ

ー
計

画
を

立
て

、
有

識
者

の
レ

ビ
ュ

ー
時

間
を

確
保

す
る

。

だ
か

ら
、

こ
う

し
よ

う
！

（
T

R
Y

)
だ

か
ら

、
こ

う
し

よ
う

！
（
T

R
Y

)
だ

か
ら

、
こ

う
し

よ
う

！
（
T

R
Y

)
だ

か
ら

、
こ

う
し

よ
う

！
（
T

R
Y

)

プ
ロ

セ
ス

開
始

の
準

備
時

に
、

有
識

者
の

レ
ビ

ュ
ー

時
間

を
確

保
す

る
計

画
を

立
て

、
確

実
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
も

ら
お

う
！

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

　
番

号
(
#
)
:

４
）
「
ど

う
し

て
」

４
）
「
ど

う
し

て
」

４
）
「
ど

う
し

て
」

４
）
「
ど

う
し

て
」

　
の

解
決

策
　

の
解

決
策

　
の

解
決

策
　

の
解

決
策

自
チ

ー
ム

内
で

通
じ

る
言

葉
で

、
「
何

に
つ

い
て

」
「
内

部
的

に
、

ど
の

よ
う

な
良

い
/

悪
い

出
来

事
が

あ
っ

て
」
「
外

部
的

に
、

ど
の

よ
う

な
良

い
/
悪

い
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
か

？
を

書
い

て
く
だ

さ
い

。
」

何
が

？
：
観

点
チ

ェ
ッ

ク
の

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
工

程
（
共

通
フ

レ
ー

ム
2
0
1
3
）
、

P
M

B
O

K

の
知

識
領

域

ど
う

し
て

？
：
観

点
チ

ェ
ッ

ク
の

、
具

体
的

要
求

事
項

　
レ

ベ
ル

の
内

容

ど
う

な
っ

た
：
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
o
s
t
や

D
e
li
v
e
r
y
、

製
品

の
Q

u
a
li
t
y
や

要
件

が
達

成
で

き
た

o
r
で

き
な

か
っ

た
　

な
ど

P
R

O
B

L
E
M

：
下

流
工

程
で

、
設

計
者

が
想

定
し

た
影

響
範

囲
以

外
の

領
域

で
、

不
具

合
が

多
発

し
た

。

マ
ネ

ー
ジ

ャ
や

、
他

チ
ー

ム
に

も
共

有
で

き
る

よ
う

に
、

抽
象

度
を

上
げ

よ
う

！

事
実

と
し

て
、

「
何

が
ど

う
し

て
ど

う
な

っ
た

？
」
で

分
類

し
よ

う
！

抽
象

化
し

た
「
何

が
ど

う
し

て
ど

う
な

っ
た

か
」
を

受
け

て
、

次
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
TR

Yす
る

内
容

を
宣

言
し

よ
う

！

「
ど

う
し

て
」
を

阻
害

す
る

要
因

と
、

解
決

方
法

を
考

え
よ

う
！
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【
付
録
7
-
(
1
)
:ア
ン
ケ
ー
ト
（
前
半
部
分
）
】

開
発

プロ
ジ

ェク
トの

振
り返

りで
実

⾏
して

い
た

だ
い

た
、F

O
PA

　振
り返

りプ
ロセ

ス
、新

テ
ンプ

レー
トに

つ
い

て
、ご

意
⾒

をき
か

せ
て

くだ
さい

。
日

付

カ
テ

ゴ
リ

質
 問

詳
細

結
果

カ
テ

ゴ
リ結

果
FO

PA
 振

り返
りプ

ロセ
ス

（
観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
ト作

成
、T

RY
実

践
フォ

ロー
）

は
、実

開
発

プロ
ジ

ェク
トで

実
践

可
能

で
す

か
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

FO
PA

 振
り返

りプ
ロセ

ス
（

観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

ト作
成

、T
RY

実
践

フォ
ロー

）
は

、実
開

発
プロ

ジ
ェク

トで
実

践
す

る
に

あ
た

り、
か

け
る

時
間

に
対

して
効

果
は

発
揮

で
きる

と思
い

ます
か

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

FO
PA

 振
り返

りプ
ロセ

ス
に

つ
い

て
、良

か
った

点
・改

善
点

な
どの

意
⾒

が
あ

れ
ば

、記
⼊

くだ
さい

。（
⾃

由
記

⼊
）

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「ソ

フト
ウェ

ア実
装

プロ
セ

ス
」情

報
は

、各
実

装
プロ

セ
ス

を網
羅

的
に

振
り返

る
上

で
有

効
で

しょ
うか

︖
・ソ

フト
ウェ

ア実
装

プロ
セ

ス
開

始
の

準
備

・ソ
フト

ウェ
ア要

件
定

義
・ソ

フト
ウェ

ア方
式

設
計

・ソ
フト

ウェ
ア詳

細
設

計
・ソ

フト
ウェ

ア構
築

・ソ
フト

ウェ
ア結

合
・ソ

フト
ウェ

ア適
格

性
確

認
テ

ス
ト・

ソフ
トウ

ェア
導

⼊
・ソ

フト
ウェ

ア受
け

⼊
れ

支
援

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「ソ

フト
ウ

ェア
実

装
プ

ロ
セ

ス
」情

報
は

、各
実

装
プ

ロ
セ

ス
の

重
要

な
KP

Tを
⾒

つ
け

る
上

で
有

効
で

しょ
うか

︖
・ソ

フト
ウェ

ア実
装

プロ
セ

ス
開

始
の

準
備

・ソ
フト

ウェ
ア要

件
定

義
・ソ

フト
ウェ

ア方
式

設
計

・ソ
フト

ウェ
ア詳

細
設

計
・ソ

フト
ウェ

ア構
築

・ソ
フト

ウェ
ア結

合
・ソ

フト
ウェ

ア適
格

性
確

認
テ

ス
ト・

ソフ
トウ

ェア
導

⼊
・ソ

フト
ウェ

ア受
け

⼊
れ

支
援

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「P

M
BO

K知
識

エリ
ア」

情
報

は
、管

理
⾯

を網
羅

的
に

振
り返

る
上

で
有

効
で

しょ
うか

︖
　・

統
合

管
理

、・
ス

コー
プ管

理
、・

タイ
ム

管
理

、・
コス

ト管
理

、・
品

質
管

理
、・

⼈
的

資
源

管
理

　・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
管

理
、・

リス
ク管

理
、・

調
達

管
理

、・
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
管

理
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「P

M
BO

K知
識

エリ
ア」

情
報

は
、管

理
⾯

の
重

要
な

KP
Tを

⾒
つ

け
る

上
で

有
効

で
しょ

うか
︖

　・
統

合
管

理
、・

ス
コー

プ管
理

、・
タイ

ム
管

理
、・

コス
ト管

理
、・

品
質

管
理

、・
⼈

的
資

源
管

理
　・

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

管
理

、・
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
管

理
、・

リス
ク管

理
、・

調
達

管
理

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

「振
り返

り観
点

チ
ェッ

ク」
シ

ー
トに

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

⾃
由

記
⼊

）
FM

EA
形

式
（

何
が

、ど
の

よう
に

した
た

め
、ど

うな
った

）
の

フォ
ー

マッ
トは

記
載

しや
す

い
で

す
か

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

FM
EA

形
式

（
何

が
、ど

の
よう

に
した

た
め

、ど
うな

った
）

の
フォ

ー
マッ

トは
KP

T整
理

に
有

効
で

す
か

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

FM
EA

形
式

（
何

が
、ど

の
よう

に
した

た
め

、ど
うな

った
）

が
うま

く書
け

な
い

場
合

は
、整

理
の

た
め

、真
因

分
析

を
実

施
す

る
の

は
、適

切
な

運
⽤

だ
と思

い
ます

か
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

FM
EA

形
式

（
何

が
、ど

の
よう

に
した

た
め

、ど
うな

った
）

が
うま

く書
け

な
い

場
合

の
み

真
因

分
析

を
実

施
す

る
の

は
、プ

ロセ
ス

上
、実

施
者

の
負

担
を軽

減
す

る
意

味
で

有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

分
類

（
ソフ

トウ
ェア

⼯
程

、P
M

BO
K)

に
よっ

て
、”

TR
Y(

改
善

)だ
か

ら、
こう

しよ
う︕

”は
、導

出
しや

す
い

で
す

か
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い
FO

PA
真

因
分

析
シ

ー
トは

、真
因

分
析

を導
出

す
る

た
め

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

FO
PA

な
ぜ

な
ぜ

分
析

シ
ー

トは
、真

因
分

析
を導

出
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

振
り返

りア
セ

ス
メン

トで
重

要
度

、頻
度

を選
択

す
る

の
は

、優
先

度
の

⾼
い

TR
Yを

選
択

す
る

上
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

振
り返

りア
セ

ス
メン

トで
重

要
度

、頻
度

は
選

択
しや

す
い

で
す

か
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い
振

り返
り内

容
、分

類
、振

り返
りア

セ
ス

メン
トに

よっ
て

、”
改

善
（

TR
Y)

だ
か

ら、
こう

しよ
う︕

”の
記

載
に

関
して

記
載

しや
す

い
で

しょ
うか

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

展
開

先
ス

コー
プは

、T
RY

を実
践

す
る

上
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い
「K

EE
P」

、「
PR

O
BL

EM
」欄

に
対

して
、良

か
った

点
・改

善
点

な
どの

意
⾒

が
あ

れ
ば

、記
⼊

くだ
さい

。（
⾃

由
記

⼊
）

「I
D

EA
(P

RO
PO

SA
L)

」欄
の

フォ
ー

マッ
トは

記
載

しや
す

い
で

す
か

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

「I
D

EA
(P

RO
PO

SA
L)

」欄
の

フォ
ー

マッ
トは

KP
T整

理
に

有
効

で
す

か
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い
分

類
（

ソフ
トウ

ェア
⼯

程
、P

M
BO

K)
に

よっ
て

、”
TR

Y(
改

善
)だ

か
ら、

こう
しよ

う︕
”は

、導
出

しや
す

い
で

す
か

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

振
り返

りア
セ

ス
メン

トで
重

要
度

、頻
度

を選
択

す
る

の
は

、優
先

度
の

⾼
い

TR
Yを

選
択

す
る

上
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

振
り返

りア
セ

ス
メン

トで
重

要
度

、頻
度

は
選

択
しや

す
い

で
す

か
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い
振

り返
り内

容
、分

類
、振

り返
りア

セ
ス

メン
トに

よっ
て

、”
改

善
（

TR
Y)

だ
か

ら、
こう

しよ
う︕

”の
記

載
に

関
して

記
載

しや
す

い
で

しょ
うか

?
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

「I
D

EA
(P

RO
PO

SA
L)

」欄
に

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

⾃
由

記
⼊

）

４
．

「I
D

EA
(P

RO
PO

SA
L」

欄
は

振
り返

りを
実

践
す

る
上

で
、

有
効

で
しょ

うか
︖

0

2．
「振

り返
り観

点
チ

ェッ
ク」

は
、観

点
網

羅
（

抽
出

）
に

対
し

て
、有

効
で

しょ
うか

︖
0

3．
「K

EE
P」

、「
PR

O
BL

EM
」

欄
に

つ
い

て
、振

り返
りを

実
践

す
る

上
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

0

FO
PA

　振
り返

りプ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トの

ア
ンケ

ー
ト

チ
ー

ム
名

・⽒
名

︓
回

 答
　＊

当
て

は
ま

る
セ

ル
を

ダ
ブ

ル
ク

リッ
ク

して
くだ

さ
い

１
．

「F
O

PA
 振

り返
りプ

ロセ
ス

」に
つ

い
て

、有
効

で
しょ

うか
︖

0

－18－－8－
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カ
テ

ゴ
リ

質
 問

詳
細

結
果

カ
テ

ゴ
リ結

果
展

開
先

ス
コー

プは
、T

RY
を実

践
す

る
上

で
、ス

コー
プが

明
確

に
な

る
こと

で
、有

効
で

しょ
うか

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

展
開

先
ス

コー
プは

、振
り返

り結
果

を他
チ

ー
ム

や
、他

製
品

、組
織

全
体

に
展

開
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

「展
開

先
ス

コー
プ」

欄
に

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

⾃
由

記
⼊

）

振
り返

り宣
言

は
、最

も
大

事
な

TR
Yを

、次
の

プ
ロ

ジ
ェク

トな
どで

実
践

す
る

た
め

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

い
つ

、だ
れ

が
、何

を、
どの

よう
に

⾏
うか

の
３

W
1H

　の
フォ

ー
マッ

トは
、管

理
層

や
、周

りの
メン

バ
ー

に
、自

分
の

ア
ク

シ
ョン

を
伝

え
る

の
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

他
チ

ー
ム

や
横

展
開

は
、こ

の
振

り返
りT

RY
宣

言
を⾏

うこ
とで

有
効

に
展

開
で

き
る

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

振
り返

りT
RY

宣
言

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

⾃
由

記
⼊

）

St
at

us
欄

は
次

の
プロ

ジ
ェク

トで
、T

RY
の

状
況

を確
認

す
る

た
め

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

St
at

us
欄

で
、C

LO
SE

の
状

態
を設

け
る

こと
は

、プ
ロセ

ス
の

肥
大

化
を防

⽌
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

「フ
ォロ

ー
（

St
at

us
）

」欄
に

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

⾃
由

記
⼊

）

１
）

我
々

は
、職

場
で

実
践

して
い

る
振

り返
り結

果
の

KP
Tの

質
が

低
い

た
め

、次
の

プロ
ジ

ェク
トで

十
分

に
活

⽤
で

きな
い

と考
え

て
い

ます
。こ

れ
は

以
下

の
理

由
に

より
、振

り返
り結

果
の

納
得

性
、実

現
性

可
能

性
、有

効
性

が
低

い
た

め
で

あ
る

と考
え

て
い

ます
。

・表
現

的
な

分
析

で
留

まっ
て

お
り、

真
因

分
析

まで
た

どり
着

け
な

い
。

・振
り返

りの
網

羅
性

が
低

い
。重

要
案

件
を発

⾒
で

きな
い

可
能

性
あ

り。
・多

数
の

KP
Tか

らど
れ

を実
践

す
れ

ば
良

い
か

悩
む

。
FO

PA
プロ

セ
ス

、観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

トは
、「

表
現

的
な

分
析

で
留

ま
って

お
り、

真
因

分
析

ま
で

た
どり

着
け

な
い

。」
を解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

FO
PA

プロ
セ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
振

り返
りの

網
羅

性
が

低
い

。重
要

案
件

を
発

⾒
で

き
な

い
可

能
性

あ
り。

」を
解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

FO
PA

プロ
セ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
多

数
の

KP
Tか

らど
れ

を
実

践
す

れ
ば

良
い

か
悩

む
。」

を解
決

す
る

た
め

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

２
）

我
々

は
、職

場
で

実
践

して
い

る
振

り返
りの

中
で

、他
製

品
へ

横
展

開
す

る
方

法
が

確
⽴

して
い

な
い

と考
え

て
い

ま
す

。こ
れ

は
、以

下
の

理
由

に
よる

と考
え

ます
。

・⾃
主

的
な

活
動

に
依

存
。組

織
の

支
援

が
な

い
。

・他
製

品
に

展
開

して
い

くと
、実

施
す

る
こと

が
増

え
、プ

ロセ
ス

の
肥

大
化

に
つ

な
が

る
。

・振
り返

り結
果

を他
製

品
へ

横
展

開
す

る
プロ

セ
ス

が
な

い
。

FO
PA

プロ
セ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
自

主
的

な
活

動
に

依
存

。組
織

の
支

援
が

な
い

。」
を解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い

FO
PA

プロ
セ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
他

製
品

に
展

開
して

い
くと

、実
施

す
る

こと
が

増
え

、プ
ロ

セ
ス

の
肥

大
化

に
つ

な
が

る
。」

を解
決

す
る

た
め

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

FO
PA

プロ
セ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、振
り返

り結
果

を
他

製
品

へ
横

展
開

す
る

プ
ロ

セ
ス

や
ツ

ー
ル

とし
て

、
有

効
で

しょ
うか

︖
○

とて
も

そう
思

う
○

少
しそ

う思
う

○
あ

まり
そう

思
わ

な
い

○
まっ

た
くそ

う思
わ

な
い

３
）

最
後

に
、振

り返
り活

動
全

般
、F

O
PA

プロ
セ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
ト全

体
に

つ
い

て
、ご

意
⾒

をお
願

い
し

ます
。

FO
PA

プロ
セ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、今
後

も
使

って
い

きた
い

で
しょ

うか
︖

○
とて

も
そう

思
う

○
少

しそ
う思

う
○

あ
まり

そう
思

わ
な

い
○

まっ
た

くそ
う思

わ
な

い
FO

PA
プロ

セ
ス

、観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

トを
、今

後
活

⽤
す

る
に

あ
た

り、
何

をど
の

よう
に

改
善

す
べ

きで
しょ

うか
︖

　　
（

⾃
由

記
⼊

）
振

り返
り活

動
に

対
して

、意
⾒

が
あ

れ
ば

教
え

て
くだ

さい
。（

別
の

課
題

や
改

善
提

案
な

ど）

総
合

結
果

0

8.
 我

々
研

究
者

が
考

え
る

、振
り

返
りの

問
題

を
解

決
す

る
の

に
、

「F
O

PA
　振

り返
りプ

ロセ
ス

、観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

ト」
は

有
効

で
しょ

うか
︖

0

6．
「振

り返
りT

RY
宣

言
」に

関
して

、有
効

で
しょ

うか
︖

0

7.
 「

フォ
ロー

（
St

at
us

）
」欄

は
、振

り返
りの

TR
Yを

実
践

す
る

上
で

有
効

で
しょ

うか
︖

0

5.
 「

展
開

先
ス

コー
プ

」欄
は

、振
り返

りの
TR

Yを
実

践
す

る
上

で
有

効
で

しょ
うか

︖
0

回
 答

　＊
当

て
は

ま
る

セ
ル

を
ダ

ブ
ル

ク
リッ

ク
して

くだ
さ

い

－19－－9－



【付
録

8:
ア

ンケ
ー

ト結
果

詳
細

】

a
b

c
d

e
f

g
h

i
j

k
l

平
均

値
FO

PA
 振

り返
りプ

ロセ
ス

（
任

意
︓

観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

ト作
成

、T
RY

実
践

フォ
ロー

）
は

、実
開

発
プ

ロジ
ェク

トで
実

践
可

能
で

す
か

︖
1

2
2

3
2

2
2

2
3

2
2

2
2.

1
FO

PA
 振

り返
りプ

ロセ
ス

（
任

意
︓

観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

ト作
成

、T
RY

実
践

フォ
ロー

）
は

、実
開

発
プ

ロジ
ェク

トで
実

践
す

る
に

あ
た

り、
か

け
る

時
間

に
対

して
効

果
は

発
揮

で
き

る
と思

い
ま

す
か

︖
3

2
3

3
3

2
2

2
3

2
2

3
2.

5

FO
PA

 振
り返

りプ
ロセ

ス
に

つ
い

て
、良

か
った

点
・改

善
点

な
どの

意
⾒

が
あ

れ
ば

、記
⼊

く
だ

さい
。（

自
由

記
⼊

）

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「ソ

フト
ウェ

ア
実

装
プ

ロセ
ス

」情
報

は
、各

実
装

プ
ロセ

ス
を

網
羅

的
に

振
り返

る
上

で
有

効
で

しょ
うか

︖
　ソ

フト
ウェ

ア
実

装
プ

ロセ
ス

開
始

の
準

備
、ソ

フト
ウェ

ア
要

件
定

義
、ソ

フト
ウェ

ア
方

式
設

計
、ソ

フト
ウェ

ア
詳

細
設

計
、ソ

フト
ウェ

ア
構

築
（

プ
ログ

ラミ
ング

）
、ソ

フト
ウェ

ア
結

合
、

ソ
フト

ウェ
ア

適
格

性
確

認
テ

ス
ト、

ソ
フト

ウェ
ア

導
⼊

、ソ
フト

ウェ
ア

受
け

⼊
れ

支
援

1
2

2
3

1
1

2
1

1
3

2
2

1.
8

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「ソ

フト
ウ

ェア
実

装
プ

ロ
セ

ス
」情

報
は

、各
実

装
プ

ロ
セ

ス
の

重
要

な
KP

Tを
⾒

つ
け

る
上

で
有

効
で

しょ
うか

︖
　ソ

フト
ウェ

ア
実

装
プ

ロセ
ス

開
始

の
準

備
、ソ

フト
ウェ

ア
要

件
定

義
、ソ

フト
ウェ

ア
方

式
設

計
、ソ

フト
ウェ

ア
詳

細
設

計
、ソ

フト
ウェ

ア
構

築
（

プ
ログ

ラミ
ング

）
、ソ

フト
ウェ

ア
結

合
、

ソ
フト

ウェ
ア

適
格

性
確

認
テ

ス
ト、

ソ
フト

ウェ
ア

導
⼊

、ソ
フト

ウェ
ア

受
け

⼊
れ

支
援

1
2

2
3

2
1

2
1

2
3

2
3

2.
0

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「P

M
BO

K知
識

エ
リア

」情
報

は
、管

理
⾯

を
網

羅
的

に
振

り返
る

上
で

有
効

で
しょ

うか
︖

　統
合

管
理

、ス
コー

プ
管

理
、タ

イム
管

理
、コ

ス
ト管

理
、品

質
管

理
、⼈

的
資

源
管

理
　コ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン
管

理
、リ

ス
ク管

理
、調

達
管

理
、ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
管

理

2
2

3
4

1
2

1
1

2
3

2
2

2.
1

観
点

シ
ー

ト中
の

以
下

の
「P

M
BO

K知
識

エ
リア

」情
報

は
、管

理
⾯

の
重

要
な

KP
Tを

⾒
つ

け
る

上
で

有
効

で
しょ

うか
︖

　統
合

管
理

、ス
コー

プ
管

理
、タ

イム
管

理
、コ

ス
ト管

理
、品

質
管

理
、⼈

的
資

源
管

理
　コ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン
管

理
、リ

ス
ク管

理
、調

達
管

理
、ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
管

理

2
2

3
4

1
1

2
1

2
3

2
3

2.
2

「振
り返

り観
点

チ
ェッ

ク」
シ

ー
トに

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、

記
⼊

くだ
さい

。（
自

由
記

⼊
）

カ
テ

ゴ
リ

質
 問

回
 答

各
人

の
回

答
（

1︓
とて

も
そ

う思
う、

2︓
少

しそ
う思

う、
3︓

あ
ま

りそ
う思

わ
な

い
、4

︓
ま

った
くそ

う思
わ

な
い

）
a〜

lは
回

答
者

を
表

す
・平

均
値

が
2.

0未
満

:有
効

・平
均

値
が

2.
5を

超
え

る
︓

有
効

で
な

い
と判

断
し，

該
当

シ
ー

ト
を

改
善

１
．

「F
O

PA
 振

り返
りプ

ロセ
ス

」に
つ

い
て

、有
効

で
しょ

うか
︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・従

来
の

振
り返

り（
ざ

っく
ば

らん
な

KP
T）

より
しっ

か
りと

考
え

られ
る

手
順

で
あ

る
・振

り返
りの

質
を一

定
レベ

ル
に

保
つ

こと
に

有
用

・シ
ー

ト作
成

まで
は

それ
ほ

ど問
題

な
く実

践
可

能
・振

り返
る

レベ
ル

に
は

有
効

・深
く考

え
る

機
会

を与
え

て
くれ

る

『否
定

的
な

意
⾒

に
つ

い
て

、本
研

究
で

対
応

済
』

・「
KP

T」
の

手
軽

さが
な

くな
って

しま
う　

→
　K

PT
シ

ー
トを

簡
略

化
して

、対
応

済
。

・も
っと

シ
ンプ

ル
な

方
が

良
い

。K
ee

p、
pr

ob
le

m
、t

ry
に

絞
って

自
由

に
記

載
な

ど　
→

　本
研

究
で

対
応

済
。

『否
定

的
な

意
⾒

』
・本

気
で

取
り組

む
⼈

とそ
うで

な
い

⼈
とで

GA
Pが

⽣
まれ

る
可

能
性

が
感

じら
れ

た
。　

→
　支

援
を⾏

うこ
とで

効
果

が
得

られ
る

。
・有

効
活

用
で

きる
よう

に
な

る
まで

の
ハ

ー
ドル

が
高

い
。組

織
的

教
育

が
必

要
。

2．
「振

り返
り観

点
チ

ェッ
ク」

は
、観

点
網

羅
（

抽
出

）
に

対
して

、有
効

で
しょ

うか
︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・観

点
シ

ー
トで

洗
い

出
しを

実
施

す
る

の
は

網
羅

性
向

上
に

有
効

・観
点

抽
出

が
苦

手
な

⼈
に

は
役

⽴
つ

・管
理

者
視

点
と設

計
者

視
点

で
観

点
を分

け
る

の
は

有
効

。
・K

EE
Pの

とこ
ろ

を⾒
つ

け
る

場
合

は
有

用

『否
定

的
な

意
⾒

』
・「

網
羅

的
に

振
り返

る
」と

い
う部

分
の

意
図

が
不

明
確

　→
（

プロ
ジ

ェク
ト全

体
を⼗

分
把

握
して

い
る

）
管

理
層

に
とっ

て
、網

羅
的

に
振

り返
る

意
味

が
薄

い
とい

う意
⾒

。本
当

に
⼗

分
な

の
か

、実
践

で
の

検
証

が
必

要
。

・P
RO

BL
EM

は
「こ

こが
ダメ

だ
」と

い
う認

識
が

先
に

来
る

た
め

に
、分

類
単

位
で

問
題

点
を⾒

つ
け

る
こと

の
意

義
が

不
明

確
　→

気
づ

か
な

い
とこ

ろ
、忘

れ
て

い
る

とこ
ろ

を思
い

起
こさ

せ
る

意
味

で
有

効
で

あ
る

と推
察

。
・有

効
で

あ
る

が
、（

PM
BO

K知
識

体
系

の
）

た
だ

⾔
葉

が
分

か
らな

い
⼈

は
勉

強
が

必
要

　→
教

育
、支

援
が

必
要

。
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【付
録

8:
ア

ンケ
ー

ト結
果

詳
細

】

a
b

c
d

e
f

g
h

i
j

k
l

平
均

値

カ
テ

ゴ
リ

質
 問

回
 答

各
人

の
回

答
（

1︓
とて

も
そ

う思
う、

2︓
少

しそ
う思

う、
3︓

あ
ま

りそ
う思

わ
な

い
、4

︓
ま

った
くそ

う思
わ

な
い

）
a〜

lは
回

答
者

を
表

す
・平

均
値

が
2.

0未
満

:有
効

・平
均

値
が

2.
5を

超
え

る
︓

有
効

で
な

い
と判

断
し，

該
当

シ
ー

ト
を

改
善

FM
EA

形
式

（
何

が
、ど

の
よ

うに
した

た
め

、ど
うな

った
）

の
フォ

ー
マ

ット
は

記
載

しや
す

い
で

す
か

︖
3

2
2

3
3

1
2

2
2

2
3

3
2.

3
FM

EA
形

式
（

何
が

、ど
の

よ
うに

した
た

め
、ど

うな
った

）
の

フォ
ー

マ
ット

は
KP

T整
理

に
有

効
で

す
か

︖
2

2
2

3
1

2
1

2
2

2
3

3
2.

1
FM

EA
形

式
（

何
が

、ど
の

よ
うに

した
た

め
、ど

うな
った

）
が

うま
く書

け
な

い
場

合
は

、整
理

の
た

め
、真

因
分

析
を

実
施

す
る

の
は

、適
切

な
運

用
だ

と思
い

ま
す

か
︖

2
2

2
3

2
2

1
3

1
3

3
3

2.
3

FM
EA

形
式

（
何

が
、ど

の
よ

うに
した

た
め

、ど
うな

った
）

が
うま

く書
け

な
い

場
合

の
み

真
因

分
析

を
実

施
す

る
の

は
、プ

ロセ
ス

上
、実

施
者

の
負

担
を

軽
減

す
る

意
味

で
有

効
で

しょ
うか

︖
→

　ア
ン

ケ
ー

ト
時

点
で

存
在

して
い

た
が

、最
終

的
に

本
欄

を
削

除
す

る
こと

で
、対

応
済

。

2
3

1
3

3
2

3
3

2
2

3
4

2.
6

分
類

（
ソ

フト
ウェ

ア
⼯

程
、P

M
BO

K)
に

よ
って

、”
TR

Y(
改

善
)だ

か
ら、

こう
しよ

う︕
”

は
、導

出
しや

す
い

で
す

か
︖

　→
ア

ン
ケ

ー
ト

時
点

か
ら

意
味

づ
け

を
変

え
、観

点
チ

ェッ
ク

シ
ー

ト
とK

PT
シ

ー
ト

を
つ

な
ぐ情

報
とし

て
利

⽤
す

る
。

4
2

4
4

2
2

3
2

3
3

3
3

2.
9

FO
PA

真
因

分
析

シ
ー

トは
、真

因
を

導
出

す
る

た
め

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
2

2
2

3
1

2
1

3
2

3
2

2
2.

1
FO

PA
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
トは

、真
因

を
導

出
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
2

2
3

1
2

1
3

2
3

2
2

2.
1

振
り返

りア
セ

ス
メン

トで
重

要
度

、頻
度

を
選

択
す

る
の

は
、優

先
度

の
高

い
TR

Yを
選

択
す

る
上

で
、有

効
で

しょ
うか

︖
3

3
2

2
2

1
2

3
2

3
3

3
2.

4
振

り返
りア

セ
ス

メン
トで

重
要

度
、頻

度
は

選
択

しや
す

い
で

す
か

︖
→

　ア
ン

ケ
ー

ト
時

点
で

存
在

して
い

た
が

、最
終

的
に

本
欄

を
削

除
す

る
こと

で
、対

応
済

。
2

3
3

3
3

2
3

3
2

3
3

3
2.

8
振

り返
り内

容
、分

類
、振

り返
りア

セ
ス

メン
トに

よ
って

、”
改

善
（

TR
Y)

だ
か

ら、
こう

しよ
う︕

”の
記

載
に

関
して

記
載

しや
す

い
で

しょ
うか

2
2

4
3

2
1

2
2

2
3

3
3

2.
4

展
開

先
ス

コー
プ

は
、T

RY
を

実
践

す
る

上
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
2

2
2

3
1

1
1

2
3

3
4

2.
2

「K
EE

P」
、「

PR
O

BL
EM

」欄
に

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、

記
⼊

くだ
さい

。（
自

由
記

⼊
）

「I
DE

A(
PR

O
PO

SA
L)

」欄
の

フォ
ー

マ
ット

は
記

載
しや

す
い

で
す

か
︖

3
2

2
3

3
2

2
3

1
2

3
3

2.
4

「I
DE

A(
PR

O
PO

SA
L)

」欄
の

フォ
ー

マ
ット

は
KP

T整
理

に
有

効
で

す
か

︖
3

2
2

3
2

2
2

3
1

2
3

4
2.

4
分

類
（

ソ
フト

ウェ
ア

⼯
程

、P
M

BO
K)

に
よ

って
、”

TR
Y(

改
善

)だ
か

ら、
こう

しよ
う︕

”
は

、導
出

しや
す

い
で

す
か

︖
　→

ア
ン

ケ
ー

ト
時

点
か

ら
意

味
づ

け
を

変
え

、観
点

チ
ェッ

ク
シ

ー
ト

とK
PT

シ
ー

ト
を

つ
な

ぐ情
報

とし
て

利
⽤

す
る

。
3

2
4

4
2

2
2

2
3

3
3

3
2.

8
振

り返
りア

セ
ス

メン
トで

重
要

度
、頻

度
を

選
択

す
る

の
は

、優
先

度
の

高
い

TR
Yを

選
択

す
る

上
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

3
3

2
2

3
1

2
3

2
3

3
3

2.
5

振
り返

りア
セ

ス
メン

トで
重

要
度

、頻
度

は
選

択
しや

す
い

で
す

か
︖

2
3

3
2

3
2

2
3

2
3

3
4

2.
7

振
り返

り内
容

、分
類

、振
り返

りア
セ

ス
メン

トに
よ

って
、”

改
善

（
TR

Y)
だ

か
ら、

こう
しよ

う︕
”の

記
載

に
関

して
記

載
しや

す
い

で
しょ

うか
?

2
3

4
3

2
1

2
2

2
2

3
3

2.
4

「I
DE

A(
PR

O
PO

SA
L)

」欄
に

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

自
由

記
⼊

）
展

開
先

ス
コー

プ
は

、T
RY

を
実

践
す

る
上

で
、ス

コー
プ

が
明

確
に

な
る

こと
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
1

3
2

3
1

1
1

1
1.

7
展

開
先

ス
コー

プ
は

、振
り返

り結
果

を
他

チ
ー

ム
や

、他
製

品
、組

織
全

体
に

展
開

す
る

た
め

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
2

2
2

2
3

2
1

1
1

1.
8

「展
開

先
ス

コー
プ

」欄
に

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

自
由

記
⼊

）

3．
「K

EE
P」

、「
PR

O
BL

EM
」

欄
に

つ
い

て
、振

り返
りを

実
践

す
る

上
で

、有
効

で
しょ

うか
︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・振

り返
りフ

ロー
に

沿
って

整
理

で
きて

良
い

・真
因

分
析

シ
ー

トで
、（

順
を追

って
分

析
で

きる
の

で
）

真
因

を抽
出

す
る

た
め

に
、分

析
が

⾏
い

易
い

・な
ぜ

な
ぜ

分
析

シ
ー

トは
、不

具
合

分
析

に
使

って
い

る
帳

票
と似

て
い

る
の

で
、使

い
や

す
い

。
・K

EE
P/

PR
O

BL
EM

欄
の

フォ
ー

マッ
トに

つ
い

て
は

、左
か

ら右
に

手
順

に
沿

って
記

載
で

きる
の

で
、慣

れ
て

くれ
ば

書
きや

す
い

『否
定

的
な

意
⾒

に
つ

い
て

、本
研

究
で

対
応

済
』

・分
類

が
な

くて
も

TR
Yは

書
け

る
の

で
分

類
は

不
要

　→
　K

PT
シ

ー
トを

簡
略

化
して

、対
応

済
。

・F
M

EA
形

式
で

の
⼊

⼒
は

記
⼊

者
に

とっ
て

負
担

が
⼤

きい
　→

　K
PT

シ
ー

トを
簡

略
化

して
、対

応
済

。
・も

っと
シ

ンプ
ル

で
い

い
の

で
は

。　
→

　K
PT

シ
ー

トを
簡

略
化

して
、対

応
済

。
・「

PR
O

BL
EM

」で
振

り返
りア

セ
ス

メン
ト欄

の
改

善
要

否
は

不
要

。問
題

とし
て

列
挙

して
い

る
の

で
改

善
す

る
の

は
当

然
　→

KP
Tシ

ー
トを

簡
略

化
して

、対
応

済
。

・「
重

要
度

」の
、粒

度
が

荒
い

。テ
ー

マ全
体

の
振

り返
りに

は
良

い
が

、各
チ

ー
ム

の
業

務
レベ

ル
で

は
、3

,4
は

ほ
とん

ど発
⽣

しな
い

→
重

要
度

を⾒
直

した
。ま

た
各

社
で

カス
タマ

イズ
で

きる
よう

に
した

こと
で

、解
決

す
る

運
用

とす
る

。
・発

⽣
頻

度
は

書
きづ

らい
。新

旧
プロ

ジ
ェク

トで
異

な
る

た
め

、書
い

て
も

意
味

が
な

い
。　

　→
KP

Tシ
ー

トか
ら削

除
。対

応
済

。

『否
定

的
な

意
⾒

』
な

し。

４
．

「I
DE

A(
PR

O
PO

SA
L」

欄
は

振
り返

りを
実

践
す

る
上

で
、有

効
で

しょ
うか

︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・K

EE
P/

PR
O

BL
EM

の
フォ

ー
マッ

トで
は

書
きに

くい
項

目
も

あ
る

の
で

、そ
れ

らと
は

別
に

欄
を設

け
る

の
は

良
い

『否
定

的
な

意
⾒

』
・K

EE
P/

PR
O

BL
EM

の
Tr

yで
⼗

分
で

は
︖

（
改

善
アイ

デ
アが

あ
る

な
ら、

必
ず

、問
題

が
あ

った
は

ず
）

→
　K

PT
シ

ー
トを

簡
略

化
して

、対
応

済
。

・フ
リー

フォ
ー

マッ
トで

す
が

、改
善

アイ
デ

アに
対

して
な

ぜ
そう

した
ほ

うが
よい

の
か

、背
景

・根
拠

を整
理

して
記

載
で

きる
枠

組
み

が
あ

った
ほ

うが
良

い
。　

→
真

因
分

析
、な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
トを

使
って

背
景

・根
拠

を整
理

す
る

こと
を推

奨
。

5.
 「

展
開

先
ス

コー
プ」

欄
は

、
振

り返
りの

TR
Yを

実
践

す
る

上
で

有
効

で
しょ

うか
︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・T

RY
の

展
開

先
ス

コー
プが

明
確

で
あ

る
た

め
、関

係
者

と共
有

しや
す

い
（

⾏
動

が
とり

や
す

く、
次

開
発

プロ
ジ

ェク
トの

改
善

に
つ

な
が

る
）

『否
定

的
な

意
⾒

⇒
な

し』

未
回

答

－21－－11－
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8:
ア

ンケ
ー

ト結
果

詳
細

】

a
b

c
d

e
f

g
h

i
j

k
l

平
均

値

カ
テ

ゴ
リ

質
 問

回
 答

各
人

の
回

答
（

1︓
とて

も
そ

う思
う、

2︓
少

しそ
う思

う、
3︓

あ
ま

りそ
う思

わ
な

い
、4

︓
ま

った
くそ

う思
わ

な
い

）
a〜

lは
回

答
者

を
表

す
・平

均
値

が
2.

0未
満

:有
効

・平
均

値
が

2.
5を

超
え

る
︓

有
効

で
な

い
と判

断
し，

該
当

シ
ー

ト
を

改
善

振
り返

り宣
⾔

は
、最

も
⼤

事
な

TR
Yを

、次
の

プ
ロ

ジ
ェク

ト
な

どで
実

践
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

3
2

2
3

1
2

1
2

1
2

3
2

2.
0

い
つ

、だ
れ

が
、何

を
、ど

の
よ

うに
⾏

うか
の

３
W

1H
　の

フォ
ー

マ
ット

は
、管

理
層

や
、周

り
の

メン
バ

ー
に

、自
分

の
ア

ク
シ

ョン
を

伝
え

る
の

に
、有

効
で

しょ
うか

︖
2

2
2

3
1

1
1

2
1

2
3

2
1.

8
他

チ
ー

ム
や

横
展

開
は

、こ
の

振
り返

りT
RY

宣
⾔

を
⾏

うこ
とで

有
効

に
展

開
で

き
る

で
しょ

うか
︖

3
2

2
3

1
2

2
3

2
3

3
4

2.
5

振
り返

りT
RY

宣
⾔

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さ
い

。（
自

由
記

⼊
）

St
at

us
欄

は
次

の
プ

ロジ
ェク

トで
、T

RY
の

状
況

を
確

認
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

3
2

2
3

2
2

1
3

1
2

3
4

2.
3

St
at

us
欄

で
、C

LO
SE

の
状

態
を

設
け

る
こと

は
、プ

ロセ
ス

の
肥

⼤
化

を
防

止
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
2

3
3

2
2

1
3

2
3

3
4

2.
5

「フ
ォロ

ー
（

St
at

us
）

」欄
に

対
して

、良
か

った
点

・改
善

点
な

どの
意

⾒
が

あ
れ

ば
、記

⼊
くだ

さい
。（

自
由

記
⼊

）

6．
「振

り返
りT

RY
宣

⾔
」に

関
して

、有
効

で
しょ

うか
︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・意

思
を明

確
に

示
す

意
味

で
有

用
・個

⼈
以

外
の

協
⼒

が
必

要
な

場
合

は
、今

回
の

よう
な

仕
組

み
とセ

ット
に

す
る

こと
で

効
果

を発
す

る
・他

チ
ー

ム
とし

て
は

内
容

を⾒
て

、判
断

で
きる

・T
RY

の
項

目
に

つ
い

て
重

点
的

に
実

施
す

る
も

の
を定

め
る

こと
で

、次
開

発
プロ

ジ
ェク

トで
の

留
意

点
が

明
確

に
な

る

『否
定

的
な

意
⾒

⇒
な

し』

7.
 「

フォ
ロー

（
St

at
us

）
」欄

は
、振

り返
りの

TR
Yを

実
践

す
る

上
で

有
効

で
しょ

うか
︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・次

開
発

プロ
ジ

ェク
トで

の
実

践
状

況
を記

載
し共

有
す

る
上

で
有

効
。実

⾏
支

援
に

役
⽴

つ
。

『否
定

的
な

意
⾒

に
つ

い
て

、本
研

究
で

対
応

済
』

・「
フォ

ロー
」の

内
容

を更
新

す
る

タイ
ミン

グ
をコ

メン
トに

記
載

した
ほ

うが
よい

　→
備

考
欄

を設
け

る
こと

で
、対

応
済

。

『否
定

的
な

意
⾒

』　
→

　具
体

的
な

実
⾏

支
援

の
プロ

セ
ス

化
が

必
要

とい
う意

⾒
。　

今
後

の
課

題
と捉

え
る

。
・S

ta
tu

sを
記

⼊
す

る
最

初
の

タイ
ミン

グ
は

、次
の

テ
ー

マが
始

まる
とき

だ
と思

い
ます

が
、そ

の
後

の
チ

ェッ
クタ

イミ
ング

が
不

明
確

・い
つ

誰
が

フォ
ロー

す
る

か
が

不
明

確
・誰

が
どの

基
準

で
cl

os
eす

る
の

か
、期

限
等

は
どう

す
る

の
か

な
ど、

この
欄

の
運

用
方

法
が

不
明

確

－22－－12－
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詳
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】

a
b

c
d

e
f

g
h

i
j

k
l

平
均

値

カ
テ

ゴ
リ

質
 問

回
 答

各
人

の
回

答
（

1︓
とて

も
そ

う思
う、

2︓
少

しそ
う思

う、
3︓

あ
ま

りそ
う思

わ
な

い
、4

︓
ま

った
くそ

う思
わ

な
い

）
a〜

lは
回

答
者

を
表

す
・平

均
値

が
2.

0未
満

:有
効

・平
均

値
が

2.
5を

超
え

る
︓

有
効

で
な

い
と判

断
し，

該
当

シ
ー

ト
を

改
善

１
）

我
々

は
、職

場
で

実
践

して
い

る
振

り返
り結

果
の

KP
Tの

質
が

低
い

た
め

、次
の

プ
ロ

ジ
ェク

トで
⼗

分
に

活
用

で
き

な
い

と考
え

て
い

ま
す

。こ
れ

は
以

下
の

理
由

に
よ

り、
振

り返
り

結
果

の
納

得
性

、実
現

性
可

能
性

、有
効

性
が

低
い

た
め

で
あ

る
と考

え
て

い
ま

す
。

・表
現

的
な

分
析

で
留

ま
って

お
り、

真
因

分
析

ま
で

た
どり

着
け

な
い

。
・振

り返
りの

網
羅

性
が

低
い

。重
要

案
件

を
発

⾒
で

き
な

い
可

能
性

あ
り。

・多
数

の
KP

Tか
らど

れ
を

実
践

す
れ

ば
良

い
か

悩
む

。

FO
PA

プ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
表

現
的

な
分

析
で

留
ま

って
お

り、
真

因
分

析
ま

で
た

どり
着

け
な

い
。」

を
解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
2

3
3

2
2

1
1

2
3

3
3

2.
3

FO
PA

プ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
振

り返
りの

網
羅

性
が

低
い

。重
要

案
件

を
発

⾒
で

き
な

い
可

能
性

あ
り。

」を
解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
3

3
3

1
2

2
1

2
3

3
3

2.
3

FO
PA

プ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
多

数
の

KP
Tか

ら
どれ

を
実

践
す

れ
ば

良
い

か
悩

む
。」

を
解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
3

3
3

2
1

1
2

2
2

3
3

2.
3

２
）

我
々

は
、職

場
で

実
践

して
い

る
振

り返
りの

中
で

、他
製

品
へ

横
展

開
す

る
方

法
が

確
⽴

して
い

な
い

と考
え

て
い

ま
す

。こ
れ

は
、以

下
の

理
由

に
よ

る
と考

え
ま

す
。

・自
主

的
な

活
動

に
依

存
。組

織
の

支
援

が
な

い
。

・他
製

品
に

展
開

して
い

くと
、実

施
す

る
こと

が
増

え
、プ

ロセ
ス

の
肥

⼤
化

に
つ

な
が

る
。

・振
り返

り結
果

を
他

製
品

へ
横

展
開

す
る

プ
ロセ

ス
が

な
い

。
FO

PA
プ

ロセ
ス

、観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

トは
、「

自
主

的
な

活
動

に
依

存
。組

織
の

支
援

が
な

い
。」

を
解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

3
3

3
3

2
2

2
1

3
3

3
2

2.
5

FO
PA

プ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、「
他

製
品

に
展

開
して

い
くと

、実
施

す
る

こと
が

増
え

、プ
ロ

セ
ス

の
肥

大
化

に
つ

な
が

る
。」

を
解

決
す

る
た

め
に

、有
効

で
しょ

うか
︖

→
プ

ロ
セ

ス
の

肥
大

化
を

防
⽌

す
る

た
め

に
は

、具
体

的
な

実
⾏

支
援

の
プ

ロ
セ

ス
化

が
必

要
とい

う意
⾒

。　
今

後
の

課
題

と捉
え

る
。

4
3

3
3

3
2

3
3

3
3

3
2

2.
9

FO
PA

プ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トは

、振
り返

り結
果

を
他

製
品

へ
横

展
開

す
る

プ
ロ

セ
ス

や
ツ

ー
ル

とし
て

、有
効

で
しょ

うか
︖

2
2

2
3

2
2

2
3

2
3

3
3

2.
4

３
）

最
後

に
、振

り返
り活

動
全

般
、F

O
PA

プ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
ト全

体
に

つ
い

て
、ご

意
⾒

を
お

願
い

しま
す

。
FO

PA
プ

ロセ
ス

、観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

トは
、今

後
も

使
って

い
き

た
い

で
しょ

うか
︖

3
2

3
3

2
2

2
2

3
3

3
2

2.
5

FO
PA

プ
ロセ

ス
、観

点
チ

ェッ
ク、

KP
Tシ

ー
トを

、今
後

活
用

す
る

に
あ

た
り、

何
を

どの
よ

う
に

改
善

す
べ

き
で

しょ
うか

︖
　　

（
自

由
記

⼊
）

振
り返

り活
動

に
対

して
、意

⾒
が

あ
れ

ば
教

え
て

くだ
さい

。（
別

の
課

題
や

改
善

提
案

な
ど）

　　
（

自
由

記
⼊

）

8.
 我

々
研

究
者

が
考

え
る

、振
り返

りの
問

題
を解

決
す

る
の

に
、

「F
O

PA
　振

り返
りプ

ロセ
ス

、観
点

チ
ェッ

ク、
KP

Tシ
ー

ト」
は

有
効

で
しょ

うか
︖

『肯
定

的
な

意
⾒

』
・シ

ー
ト"

KP
Tシ

ー
ト"

の
振

り返
りT

RY
宣

⾔
は

必
要

・真
因

を求
め

る
た

め
に

重
要

な
作

業
で

あ
る

・K
PT

の
手

軽
さと

本
シ

ー
トの

両
⽴

が
で

きる
とよ

り良
い

・シ
ンプ

ル
な

観
点

リス
トは

反
省

点
を考

え
る

上
で

有
効

・振
り返

り分
析

は
質

が
高

くて
も

、他
の

タス
クと

比
べ

て
優

先
順

位
が

低
け

れ
ば

や
らな

い
の

で
、開

発
の

プロ
セ

ス
に

組
み

込
む

の
は

⼤
賛

成
・優

先
度

の
高

い
改

善
を⾏

うに
は

有
効

・今
まで

の
振

り返
りは

任
意

や
思

い
付

きの
実

施
が

ほ
とん

どだ
った

の
で

、プ
ロセ

ス
とし

て
組

み
込

む
と適

切
な

分
析

が
で

きる
よう

に
な

る
。

『否
定

的
な

意
⾒

』
・最

初
に

KP
Tシ

ー
トを

記
載

す
る

の
は

⼤
変

。余
計

な
分

析
まで

をす
る

手
間

が
か

か
る

。　
→

KP
Tシ

ー
トの

簡
略

化
＆

重
要

度
の

高
い

に
絞

り分
析

す
る

こと
で

「解
決

済
」で

は
︖

・②
-5

時
点

まで
は

、観
点

チ
ェッ

クの
ネ

タ出
しに

とど
め

、最
後

に
Te

am
内

で
完

成
させ

る
方

が
よい

。→
　優

先
度

の
高

い
も

の
を振

り返
り会

で
共

有
す

る
プロ

セ
ス

に
した

こと
で

、対
応

済
。

・強
制

的
に

実
施

させ
る

の
は

手
間

が
か

か
る

の
で

、分
析

が
苦

手
/出

来
な

い
⼈

向
け

の
補

助
ツー

ル
とし

て
の

運
用

の
方

が
良

い
。

・記
⼊

項
目

多
く、

作
業

コス
トが

か
か

って
しま

う。
　→

　K
PT

シ
ー

トを
簡

略
化

して
、対

応
済

。
・振

り返
りア

セ
ス

メン
ト欄

の
頻

度
に

つ
い

て
管

理
⾯

（
ス

ケ
ジ

ュー
ル

、規
模

⾒
積

も
り、

コス
トな

ど）
に

関
す

る
振

り返
りに

は
重

要
度

だ
け

で
⼗

分
　　

→
　K

PT
シ

ー
トを

簡
略

化
して

、対
応

済
。

・個
⼈

に
特

化
す

る
内

容
は

、分
別

した
方

が
よい

。こ
れ

を含
め

る
と、

分
析

に
も

時
間

が
か

か
る

。プ
ロセ

ス
の

肥
⼤

化
に

も
つ

な
が

る
。

→
　優

先
度

の
高

い
も

の
に

分
析

を絞
る

こと
で

、対
応

済
。

－23－－13－



 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】

大
項

目
小

項
目

1
開

発
体

制
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

変
更

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
変

更
に

な
っ

た
場

合
，

な
ぜ

そ
の

T
R

Y
を

開
発

プ
ロ

セ
ス

に
適

用
し

な
い

と
い

け
な

い
か

が
分

か
ら

ず
，

T
R

Y
が

未
適

用
に

な

り
開

発
プ

ロ
セ

ス
が

改
善

さ
れ

な
い

．

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

○ ○○○

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
前

開
発

の
分

析
内

容
を

納
得

す
る

た
め

に
，

前
開

発
の

振
り

返
り

結
果

（
T
R

Y
)
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
．

2
開

発
体

制
開

発
リ

ー
ダ

ー
，

担
当

者
の

変
更

開
発

リ
ー

ダ
ー

や
担

当
者

が
変

更
に

な
っ

た
際

に
，

改
善

さ
れ

た
プ

ロ
セ

ス
を

適
用

す
る

必
要

性
が

分
か

ら
ず

，
単

に
肥

大
化

し
た

プ
ロ

セ
ス

と
考

え
て

し
ま

う
．

そ
の

た
め

に
，

開
発

計
画

書
に

記
載

し
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

，
そ

の
内

容
を

担
当

に
実

施
す

る
よ

う
説

明
し

な
い

．

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

A
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

○ ○○○

開
発

リ
ー

ダ
ー

や
担

当
者

が
前

開
発

の
分

析
内

容
を

納
得

す
る

た
め

に
，

前

開
発

の
振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
．

3
開

発
体

制
協

力
会

社
の

変
更

振
り

返
り

結
果

の
理

由
が

分
か

ら
な

い
の

で
，

前
開

発
の

協
力

会
社

に
適

用

し
て

い
る

品
質

保
証

プ
ロ

セ
ス

が
，

今
回

の
開

発
の

協
力

会
社

に
も

適
用

で

き
る

と
判

断
で

き
な

か
っ

た
．

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

○ ○○○

振
り

返
り

結
果

の
理

由
が

分
か

る
の

で
，

今
回

の
協

力
会

社
に

も
適

用
す

べ

き
内

容
，

適
用

不
要

の
内

容
を

判
断

で
き

る
．

4
開

発
体

制

開
発

ご
と

に
開

発
体

制
が

解
体

，
新

規

構
築

さ
れ

る
開

発

振
り

返
り

分
析

を
し

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
，

開
発

体
制

が
変

わ
る

際
に

分
析

内
容

を
引

き
継

が
れ

な
い

た
め

に
，

次
開

発
で

開
発

プ
ロ

セ
ス

が
改

善
さ

れ
な

い
．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

○ ○○○

３
W

1
H

で
引

き
継

ぐ
内

容
が

明
確

に
な

り
，

分
析

内
容

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

（
実

行
支

援
者

）
も

明
確

に
な

る
の

で
，

振
り

返
り

結
果

が
次

開
発

に
適

切
に

引
き

継
が

れ
る

．

5
開

発
体

制
他

部
門

へ
依

頼
す

る
分

析
内

容

開
発

部
門

の
分

析
結

果
よ

り
，

品
証

部
門

が
実

施
す

べ
き

内
容

が
発

生
し

た

が
，

品
証

部
門

に
納

得
し

て
も

ら
え

な
か

っ
た

．
そ

の
た

め
に

結
果

的
に

実
施

さ
れ

ず
工

程
内

障
害

を
再

発
し

て
し

ま
っ

た
．

①
納

得
感

の
低

さ
①

納
得

感
の

低
さ

①
納

得
感

の
低

さ
①

納
得

感
の

低
さ

A
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

○ ○○○

F
O

P
A

 
T
R

Y
宣

言
に

よ
る

明
確

な
引

継
ぎ

方
法

と
，

P
D

C
A

に
よ

る
組

織
的

な

支
援

体
制

を
構

築
し

て
い

る
た

め
，

振
り

返
り

結
果

が
他

部
門

へ
も

適
切

に
引

き
継

が
れ

る
．

6
開

発
体

制
組

織
成

熟
度

が
低

い

C
M

M
I
　

レ
ベ

ル
１

相
当

で
プ

ロ
セ

ス
が

未
確

立
と

な
っ

て
お

り
，

組
織

的
な

品

質
改

善
活

動
が

不
十

分

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
プ

ロ
セ

ス
，

品
質

）

△ △△△

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

と
し

て
用

意
す

る
こ

と
で

，
組

織
的

に
展

開
が

可
能

と
な

る

【
留

意
点

】
プ

ロ
セ

ス
，

品
質

に
関

す
る

教
育

を
行

う
必

要
あ

り
．

7
開

発
体

制
開

発
ス

キ
ル

が
低

い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
メ

ン
バ

ー
に

新
人

が
多

か
っ

た
り

，
自

律
的

な
開

発
を

行
う

意

識
が

低
い

メ
ン

バ
ー

が
多

か
っ

た
り

す
る

こ
と

で
，

目
先

の
作

業
に

手
い

っ
ぱ

い
で

，
振

り
返

り
結

果
の

活
用

ま
で

手
が

回
ら

な
い

．

④
個

人
ス

キ
ル

の
低

さ
E
)
ス

キ
ル

不
足

（
開

発
ス

キ
ル

，
改

善
活

動
）

×

振
り

返
り

の
実

践
に

余
裕

が
な

い
体

制
な

の
で

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

を

実
践

し
て

も
，

効
果

が
期

待
で

き
な

い
．

開
発

体
制

を
盤

石
に

整
え

る
こ

と
が

先
決

．

8
機

会
久

し
ぶ

り
開

発

例
え

ば
5
年

ぶ
り

の
エ

ン
ハ

ン
ス

（
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
）
開

発
で

あ
り

，
前

開
発

で
分

析
し

た
当

時
と

は
ツ

ー
ル

や
技

術
が

変
わ

っ
て

お
り

，
今

回
の

開
発

に
分

析
内

容
を

全
て

適
用

す
べ

き
か

判
断

で
き

な
い

．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

③
実

行
機

会
逸

失

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

G
)
計

画
未

立
案

△ △△△

K
E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

を
基

に
し

た
T
R

Y
を

残
し

て
い

る
た

め
に

，
判

断
を

で
き

る
．

【
留

意
点

】
前

開
発

の
分

析
時

が
5
年

前
だ

と
技

術
自

体
が

失
わ

れ
て

い
る

場

合
（
O

S
S
の

終
了

や
ツ

ー
ル

の
販

売
終

了
な

ど
）
も

あ
る

の
で

，
そ

の
場

合
は

直
接

適
用

で
き

な
い

．

9
企

画
力

売
れ

な
か

っ
た

製
品

製
品

が
売

れ
な

か
っ

た
た

め
に

，
振

り
返

り
分

析
と

し
て

も
開

発
内

容
の

分
析

で
は

な
く
，

商
品

力
の

分
析

の
み

に
特

化
し

て
い

る
．

そ
の

た
め

に
開

発
プ

ロ

セ
ス

の
改

善
に

は
活

か
さ

れ
て

い
な

い
．

⑨
開

発
改

善
が

対
象

外
の

扱
い

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
プ

ロ
セ

ス
，

品
質

）
×

今
回

の
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

は
開

発
プ

ロ
セ

ス
へ

の
適

用
に

な
る

の

で
，

要
件

定
義

な
ど

一
部

関
わ

る
所

は
あ

る
も

の
の

，
基

本
的

に
は

対
象

外

で
あ

る
．

1
0

個
人

ス
キ

ル
支

援
活

動
の

停
滞

P
M

O
が

次
開

発
で

の
改

善
活

動
を

支
援

し
て

い
る

が
，

改
善

活
動

が
滞

る
．

④
個

人
ス

キ
ル

の
低

さ
E
)
ス

キ
ル

不
足

（
ス

タ
ッ

フ
）

×

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

を
適

用
し

て
も

，
P

M
O

が
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

し
っ

か
り

支
援

で
き

な
け

れ
ば

効
果

が
な

い
．

P
M

O
な

ど
ス

タ
ッ

フ
の

教
育

が
必

要
．

1
1

個
人

ス
キ

ル
振

り
返

り
結

果
の

受
け

入
れ

拒
絶

次
開

発
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
が

振
り

返
り

結
果

を
知

っ
て

い
る

の
も

関

わ
ら

ず
，

実
践

し
な

い
．

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

⑦
個

人
的

改
善

意
識

の
低

さ

A
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

I
)
改

善
意

識
不

足
（
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

）

△ △△△

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

を
適

用
す

る
こ

と
で

，
納

得
感

を
つ

た
え

る
こ

と
が

で
き

，
次

開
発

に
振

り
返

り
結

果
を

引
き

継
ぐ

が
実

践
可

能
．

【
留

意
点

】
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

の
改

善
意

識
の

醸
成

も
必

要
．

1
2

個
人

ス
キ

ル
精

神
的

余
裕

の
な

さ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
が

精
神

的
に

改
善

活
動

を
行

う
余

裕
が

な
く
，

目
先

の
業

務
に

邁
進

し
，

振
り

返
り

結
果

を
実

践
し

な
い

．

⑦
個

人
的

改
善

意
識

の
低

さ

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
業

務
改

善
）

△ △△△

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

を
適

用
す

る
こ

と
で

，
支

援
体

制
が

構
築

さ
れ

る
た

め
に

，
改

善
活

動
が

実
践

可
能

．

【
留

意
点

】
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

の
精

神
的

余
裕

を
持

た
せ

る
支

援
も

必

要
．

1
3

情
報

管
理

振
り

返
り

結
果

非
公

開
前

開
発

の
メ

ン
バ

が
振

り
返

り
会

の
情

報
を

積
極

的
に

公
開

し
て

い
な

い
．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
プ

ロ
セ

ス
）

○ ○○○

F
O

P
A

 
T
R

Y
宣

言
に

よ
り

情
報

伝
達

が
確

実
に

行
え

る
た

め
，

本
事

例
は

解

決
さ

れ
る

．
ま

た
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

導
入

に
よ

り
，

E
)
に

つ
い

て
も

補
う

こ
と

が
で

き
る

．

1
4

情
報

管
理

振
り

返
り

結
果

の
取

得
未

実
施

次
開

発
の

メ
ン

バ
が

前
開

発
の

振
り

返
り

会
の

情
報

を
積

極
的

に
取

り
に

行
っ

て
い

な
い

．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
プ

ロ
セ

ス
）

○ ○○○

振
り

返
り

会
で

，
次

開
発

メ
ン

バ
（
経

営
管

理
層

，
P

M
O

）
を

招
集

し
，

F
O

P
A

T
R

Y
宣

言
に

よ
り

情
報

伝
達

が
確

実
に

行
え

る
た

め
，

本
課

題
は

解
決

さ
れ

る
．

ま
た

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

導
入

に
よ

り
，

E
)
に

つ
い

て
も

補
う

こ
と

が

で
き

る
．

効
果

判
定

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

振
り

返
り

結
果

（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

課
題

(
理

由
）

⇒
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
が

研
究

員
4
名

全
員

の
共

通
課

題
N

o
.

事
例

観
点

事
例

概
要

事
例

説
明

－24－－14－



 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】

大
項

目
小

項
目

効
果

判
定

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

振
り

返
り

結
果

（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

課
題

(
理

由
）

⇒
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
が

研
究

員
4
名

全
員

の
共

通
課

題
N

o
.

事
例

観
点

事
例

概
要

事
例

説
明

1
5

情
報

管
理

経
営

管
理

層
へ

の
情

報
非

伝
達

経
営

管
理

層
が

振
り

返
り

内
容

を
知

ら
な

い
の

で
，

新
た

な
行

動
が

実
践

し
づ

ら
い

．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

⑥
組

織
的

改
善

意
識

の
低

さ

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

J
)
管

理
層

と
の

信
頼

関
係

が
不

足

△ △△△

振
り

返
り

会
で

，
次

開
発

メ
ン

バ
（
経

営
管

理
層

，
P

M
O

）
を

招
集

し
，

F
O

P
A

T
R

Y
宣

言
に

よ
り

情
報

伝
達

が
可

能
．

【
留

意
点

】
経

営
管

理
層

と
開

発
メ

ン
バ

の
信

頼
関

係
の

確
認

が
必

要
．

1
6

情
報

管
理

振
り

返
り

結
果

の
管

理
方

法
が

未
確

立

前
開

発
の

振
り

返
り

結
果

が
ど

こ
に

あ
る

か
わ

か
ら

な
い

の
で

，
次

開
発

で
実

践
で

き
な

い
．

⑥
組

織
的

改
善

意
識

の
低

さ
K
)
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

不
十

分
さ

×

プ
ロ

セ
ス

で
は

な
く
，

構
成

管
理

方
法

の
問

題
で

あ
る

た
め

，
効

果
は

な
い

．

構
成

管
理

な
ど

イ
ン

フ
ラ

を
整

え
た

上
で

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

を
導

入

す
る

．

1
7

情
報

管
理

過
去

の
資

産
活

用
不

十
分

か
な

り
過

去
の

開
発

の
振

り
返

り
結

果
が

，
次

開
発

で
活

用
さ

れ
な

い
．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T
R

Y

の
実

践

⑥
組

織
的

改
善

意
識

の
低

さ

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

F
)
適

用
範

囲
不

明
確

○ ○○○

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

の
P

D
C

A
を

回
す

こ
と

に
よ

り
，

過
去

の
振

り
返

り
結

果
で

S
t
a
t
u
s
欄

が
C

L
O

S
E
以

外
の

も
の

は
次

開
発

で
実

行
す

る
こ

と
が

明
確

に
な

る
た

め
，

本
課

題
は

解
決

さ
れ

る
．

1
8

組
織

風
土

個
別

最
適

（
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
欠

如
）

自
分

，
あ

る
い

は
自

チ
ー

ム
の

み
を

考
慮

し
，

他
チ

ー
ム

へ
の

展
開

の
優

先

度
を

下
げ

て
い

る
．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T
R

Y

の
実

践

⑤
個

人
的

改
善

意
識

の
低

さ

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
業

務
改

善
）

○ ○○○

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

に
は

，
横

展
開

の
仕

組
み

が
あ

る
の

で
，

展
開

が

可
能

に
な

る
．

1
9

組
織

風
土

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
メ

ン
バ

や
組

織
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
（
向

上
心

）
が

低
く
，

改
善

活
動

が
怠

る
．

⑤
個

人
的

改
善

意
識

の
低

さ

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

I
)
改

善
意

識
不

足
（
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

）

△ △△△

分
析

内
容

に
関

し
て

納
得

性
を

持
っ

た
T
R

Y
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

，
開

発
プ

ロ
セ

ス
が

改
善

さ
れ

る
．

【
留

意
点

】
改

善
意

識
向

上
の

た
め

の
教

育
を

行
う

必
要

あ
り

．

2
0

組
織

風
土

縦
割

り
体

質

縦
割

ベ
ー

ス
（
自

チ
ー

ム
，

自
部

門
）
中

心
に

開
発

を
し

て
お

り
，

横
断

的
な

業

務
や

他
チ

ー
ム

，
他

部
門

と
の

連
携

を
行

っ
て

い
な

い
．

⑥
組

織
的

改
善

意
識

の
低

さ

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
業

務
改

善
）

△ △△△

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

と
し

て
の

仕
組

み
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

た
め

横
断

的
な

組
織

に
対

し
て

も
対

応
可

能
．

【
留

意
点

】
全

体
最

適
を

狙
っ

た
改

善
意

識
向

上
の

た
め

の
教

育
を

行
う

必
要

あ
り

．

2
1

組
織

風
土

保
守

的
体

質

新
し

い
こ

と
に

挑
戦

し
よ

う
と

し
な

い
．

経
営

管
理

層
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
が

保
守

的
，

話
し

づ
ら

い
．

⑥
組

織
的

改
善

意
識

の
低

さ
I
)
改

善
意

識
不

足
（
全

体
最

適
）

△ △△△

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

の
中

で
，

F
O

P
A

　
K
P

T
宣

言
を

行
う

こ
と

で
，

経
営

管
理

層
や

P
M

O
の

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
，

組
織

的
に

実
施

展
開

が
可

能
と

な
る

．

【
留

意
点

】
組

織
的

改
善

意
識

向
上

の
た

め
の

教
育

を
行

う
必

要
あ

り
．

2
2

ツ
ー

ル
の

変
更

ツ
ー

ル
の

変
更

ツ
ー

ル
を

変
更

し
た

際
に

目
的

が
同

じ
に

も
か

か
わ

ら
ず

，
ツ

ー
ル

が
変

更
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
，

品
質

施
策

を
適

用
す

る
必

要
が

な
い

と
誤

認
識

し
て

し
ま

っ

た
．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
品

質
，

リ
ス

ク
管

理
）

○ ○○○

Ｔ
Ｒ

Ｙ
の

理
由

（
な

ぜ
ツ

ー
ル

が
必

要
な

の
か

，
目

的
に

沿
う

た
め

に
改

善
す

べ

き
点

が
何

で
あ

っ
た

の
か

が
等

）
が

明
確

な
た

め
に

，
必

要
な

事
項

を
引

き
継

ぐ
こ

と
が

で
き

る
．

真
因

分
析

の
プ

ロ
セ

ス
化

に
よ

り
，

E
)
に

つ
い

て
も

補
う

こ
と

が
で

き
る

．

2
3

振
り

返
り

の
質

振
り

返
り

結
果

が
不

十
分

前
開

発
の

Q
C

D
問

題
が

十
分

分
析

し
て

お
ら

ず
，

次
開

発
に

イ
ン

プ
ッ

ト
し

て

も
，

納
得

性
が

得
ら

れ
ず

実
施

さ
れ

な
い

．

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

A
)
振

り
返

り
観

点
網

羅
性

が
不

十
分

A
)
振

り
返

り
観

点
網

羅
性

が
不

十
分

A
)
振

り
返

り
観

点
網

羅
性

が
不

十
分

A
)
振

り
返

り
観

点
網

羅
性

が
不

十
分

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

○ ○○○

F
O

P
A

観
点

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
と

F
O

P
A

真
因

分
析

シ
ー

ト
・
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー

ト
に

よ
り

，
納

得
感

の
あ

る
振

り
返

り
結

果
を

導
出

す
る

こ
と

が
で

き
，

実
践

に

つ
な

が
る

．

2
4

振
り

返
り

の
質

振
り

返
り

結
果

の
適

用
範

囲
誤

り

前
開

発
と

次
開

発
の

開
発

特
性

が
異

な
る

に
も

関
わ

ら
ず

，
意

味
の

な
い

振

り
返

り
結

果
を

次
開

発
に

イ
ン

プ
ッ

ト
し

て
し

ま
っ

た
．

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

F
)
適

用
範

囲
不

明
確

（
誤

り
）

○ ○○○

F
O

P
A

真
因

分
析

シ
ー

ト
・
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー
ト

に
よ

り
，

意
味

の
あ

る
振

り

返
り

結
果

を
導

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
．

F
O

P
A

　
K
P

T
宣

言
の

内
容

を
経

営
管

理
層

や
P

M
O

な
ど

が
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

，
真

因
分

析
で

適
用

範
囲

の
誤

り

が
な

い
か

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
，

F
)
に

つ
い

て
も

補
う

こ
と

が
で

き

る
．

2
5

振
り

返
り

の
質

振
り

返
り

の
視

点
の

狭
さ

前
開

発
の

メ
ン

バ
が

自
分

の
視

点
で

振
り

返
り

を
行

い
，

次
開

発
で

実
施

し
や

す
い

T
R

Y
（
結

果
）
を

出
し

て
い

な
い

．

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

①
T

R
Y

に
対

す
る

納
得

感
の

低
さ

③
プ

ロ
セ

ス
ス

キ
ル

の
弱

さ

A
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ
A

)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
網

羅
性

の
不

十
分

さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

B
)
K

E
E
P

/
P

R
O

B
L
E
M

の
真

因
分

析
の

不
十

分
さ

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
業

務
改

善
）

○ ○○○

F
O

P
A

観
点

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
と

F
O

P
A

真
因

分
析

シ
ー

ト
・
な

ぜ
な

ぜ
分

析
シ

ー

ト
に

よ
り

，
次

開
発

で
も

有
効

な
振

り
返

り
結

果
を

導
出

す
る

こ
と

が
で

き
，

実

践
が

進
む

．
F
O

P
A

　
K
P

T
宣

言
の

内
容

を
経

営
管

理
層

や
P

M
O

な
ど

が

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
，

自
分

の
視

点
の

み
で

振
り

返
り

を
行

っ
て

い
な

い
か

を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

，
E
)
に

つ
い

て
も

補
う

こ
と

が
で

き
る

．

2
6

プ
ロ

セ
ス

プ
ロ

セ
ス

を
遵

守
し

な
い

開
発

計
画

書
に

記
載

し
た

開
発

プ
ロ

セ
ス

を
守

っ
て

い
な

い
た

め
に

，
振

り
返

り
分

析
の

内
容

に
つ

い
て

も
改

善
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
．

④
個

人
ス

キ
ル

の
低

さ

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
プ

ロ
セ

ス
，

品
質

）
×

振
り

返
り

の
問

題
で

は
な

く
，

プ
ロ

セ
ス

を
な

ぜ
遵

守
す

べ
き

か
と

い
う

基
本

的

な
内

容
を

理
解

で
き

て
い

な
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
あ

る
の

で
，

F
O

P
A

振
り

返
り

プ

ロ
セ

ス
の

適
用

以
前

の
問

題
で

あ
る

．
プ

ロ
セ

ス
教

育
な

ど
の

別
手

段
が

必

要
．

2
7

プ
ロ

セ
ス

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

が
未

定
義

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

が
定

義
さ

れ
て

い
な

い
．

そ
の

た
め

に
振

り
返

り
が

実
施

さ
れ

な
い

，
も

し
く
は

実
施

し
て

も
個

人
的

改
善

に
留

ま
り

情
報

が
共

有
さ

れ
て

な
い

．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

⑧
プ

ロ
セ

ス
ス

キ
ル

の
低

さ

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

E
)
ス

キ
ル

不
足

（
プ

ロ
セ

ス
）

○ ○○○

振
り

返
り

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
組

織
に

，
次

開
発

に
振

り
返

り
結

果
を

引
き

継
ぐ

こ
と

が
可

能
．

ま
た

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

導
入

に
よ

り
，

E
)
に

つ
い

て

も
補

う
こ

と
が

で
き

る
．

2
8

プ
ロ

セ
ス

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

の
弱

さ

振
り

返
り

会
に

必
要

な
メ

ン
バ

が
集

ま
っ

て
い

な
か

っ
た

．
（
次

開
発

で
実

施
す

べ
き

担
当

者
が

不
参

加
）

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
○ ○○○

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

を
適

用
す

る
こ

と
で

，
改

善
活

動
が

実
践

可
能

．
経

営
管

理
層

，
P

M
O

，
次

開
発

の
担

当
を

招
集

し
，

F
O

P
A

 
T
R

Y
宣

言
す

る
の

が

効
果

的
．

2
9

横
展

開
横

展
開

の
範

囲
の

考
慮

不
足

同
一

部
署

内
の

類
似

開
発

に
適

用
で

き
る

内
容

で
あ

っ
た

が
，

そ
の

内
容

を

適
用

す
べ

き
か

不
明

確
で

あ
っ

た
た

め
に

適
用

せ
ず

，
結

果
的

に
同

じ
工

程

内
障

害
を

発
生

さ
せ

た
．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

F
)
適

用
範

囲
不

明
確

○ ○○○

チ
ー

ム
内

で
閉

じ
る

べ
き

内
容

か
，

組
織

横
展

開
す

べ
き

内
容

か
を

判
断

で
き

る
た

め
に

，
適

切
に

横
展

開
さ

れ
る

．
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【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】
 
【
付

録
9
:振

り
返

り
結

果
（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

事
例

・
課

題
と

，
F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

】

大
項

目
小

項
目

効
果

判
定

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

時
の

効
果

振
り

返
り

結
果

（
T
R

Y
)
が

実
践

さ
れ

な
い

課
題

(
理

由
）

⇒
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
大

項
目

①
と

小
項

目
A

)
B

)
，

お
よ

び
大

項
目

②
と

小
項

目
C

)
D

)
が

研
究

員
4
名

全
員

の
共

通
課

題
N

o
.

事
例

観
点

事
例

概
要

事
例

説
明

3
0

横
展

開
並

行
開

発
が

多
く
，

反
映

先
が

不
明

確

出
荷

前
に

既
に

先
行

し
て

，
次

開
発

に
組

み
込

む
機

能
の

開
発

が
始

ま
っ

て

い
る

．
そ

の
た

め
に

，
振

り
返

り
分

析
内

容
を

次
開

発
に

反
映

す
る

タ
イ

ミ
ン

グ

を
逃

し
て

し
ま

っ
た

．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

③
実

行
機

会
逸

失

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

G
)
計

画
未

立
案

△ △△△

F
O

P
A

 
K
P

T
シ

ー
ト

で
展

開
先

を
明

確
に

す
る

た
め

に
，

本
問

題
を

解
消

で
き

る
．

【
留

意
点

】
そ

の
反

映
先

が
正

し
い

か
の

検
証

を
す

る
こ

と
は

，
F
O

P
A

振
り

返

り
プ

ロ
セ

ス
で

は
明

確
に

定
義

し
て

い
な

い
の

で
，

振
り

返
り

会
で

参
加

者
に

確
認

す
る

な
ど

の
運

用
が

必
要

．

3
1

横
展

開
優

先
度

の
未

考
慮

分
析

意
欲

が
あ

り
，

Ｔ
Ｒ

Ｙ
を

毎
回

5
0
個

程
度

挙
げ

て
い

る
．

数
が

多
す

ぎ
る

た
め

に
，

ど
の

内
容

を
実

施
す

べ
き

か
次

開
発

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

人
が

判
断

で
き

な
い

．

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

②
個

人
/
チ

ー
ム

に
依

存
し

た
T

R
Y

の
実

践
の

実
践

の
実

践
の

実
践

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

C
)
情

報
伝

達
す

る
仕

組
み

が
不

確
定

D
)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定
D

)
実

行
支

援
体

制
が

不
確

定

H
)
優

先
度

・
重

要
度

不
明

確

○ ○○○

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

で
，

C
)
D

)
を

解
決

．
加

え
て

H
)
に

つ
い

て
も

対
応

．

重
要

度
を

付
け

て
分

析
深

掘
り

す
る

内
容

を
決

め
る

た
め

に
，

優
先

度
が

明

確
に

な
る

．

凡
例

：
〇

　
効

果
あ

り
，

　
△

　
条

件
付

き
効

果
あ

り
，

　
　

×
　

F
O

P
A

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

適
用

対
象

外

　
　

　
　

　
　

　

FO
PA

 振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

に
よ

り
、

研
究

員
4名

全
員

の
共

通
課

題
で

あ
る

，

「
大

項
目

①
と

小
項

目
「
大

項
目

①
と

小
項

目
「
大

項
目

①
と

小
項

目
「
大

項
目

①
と

小
項

目
A)
B)

，
お

よ
び

大
項

目
②

と
小

項
目

，
お

よ
び

大
項

目
②

と
小

項
目

，
お

よ
び

大
項

目
②

と
小

項
目

，
お

よ
び

大
項

目
②

と
小

項
目
C)
D)

」
を

」
を

」
を

」
を

解
決

し
た

結
果

，
31

事
例

中
26

事
例

（
※

)に
効

果
あ

り
．

我
々

が
挙

げ
た

大
半

の
事

例
で

FO
PA

振
り

返
り

プ
ロ

セ
ス

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

．

【
※

内
訳

】
○

（
効

果
あ

り
）
：

17
事

例

△
（
条

件
付

き
効

果
あ

り
、

留
意

点
が

存
在

．
）
：

9事
例

効
果

判
定

効
果

判
定

効
果

判
定

効
果

判
定
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